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日
の
出
町
の
行
政
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
は
、
暮
ら
し
の
た
め
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
す
る
役
回
り
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
政
策
が
大
き
く
ぶ
れ
な
い
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
、
継
続
的
に
取
り
組
む
政
策
を
練
り

上
げ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
認
識
の
も
と
、
第
４
次
日
の
出
町
長

期
総
合
計
画
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

日
の
出

町
！
」
を
町
政
の
基
幹
的
な
骨
組
み
と
し
、
こ

れ
を
具
体
化
し
た
「
躍
進　

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー

５
大
作
戦
」
を
展
開
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
、
心

身
と
も
に
豊
か
な
、
輝
か
し
い
日
の
出
町
を
実

現
す
る
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、内
外
の
社
会
経
済
状
況
を
反
映
し
、

町
税
の
低
減
傾
向
が
続
く
一
方
、
行
政
需
要
は

ま
す
ま
す
拡
大
、
多
様
化
す
る
状
況
の
中
で
、

財
源
を
確
保
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

は
容
易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度

も
引
き
続
き｢

躍
進 

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
５
大
作

戦｣

を
中
心
に
、
福
祉
、
安
全
・
安
心
、
教
育

と
産
業
の
振
興
等
に
重
点
を
置
い
た
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
数
が
子
供
の
い
る

夫
婦
世
帯
数
を
初
め
て
上
回
り
、
高
齢
女
性
の

５
人
に
一
人
、
高
齢
男
性
10
人
に
一
人
が
単
身

暮
ら
し
と
い
う
状
況
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
態
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は
、
き
め

細
か
な
少
子
化
対
策
と
高
齢
者
対
策
の
実
施
、

継
続
し
た
社
会
保
障
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か

と
い
う
課
題
で
す
が
、
日
の
出
町
は
、
今
後
と

も
日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
充
実

(1) 

子
育
て
支
援
の
継
続
実
施

　

国
の
子
ど
も
手
当
は
、
金
額
や
制
度
の
改
変

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
日
の
出
町
は
、
子
育
て

支
援
の
基
幹
事
業
で
あ
る
次
世
代
育
成
ク
ー
ポ

ン
・
育
成
支
援
金
の
支
給
と
、
医
療
費
の
無
料

化
、
次
世
代
育
成
住
宅
の
提
供
を
今
後
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

(2) 

子
育
て
支
援
の
環
境
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
懇
談
会
の
報
告
を
待
ち
、
次
な

る
施
策
の
具
体
化
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

(3) 

保
育
園
の
待
機
児
対
策

　

日
の
出
町
の
人
口
増
加
や
、
社
会
経
済
状
況

を
反
映
し
、
保
育
園
の
入
園
希
望
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
日
の
出
町
で
は
、
保
育
園
に
協
力

い
た
だ
き
、
入
園
児
受
入
数
の
増
や
、
園
舎
を

建
替
え
定
員
増
を
図
る
な
ど
対
策
を
重
ね
、
24

年
度
も
保
育
園
１
園
の
建
替
え
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
受
入
可
能
数
を
上
回
る
状
態
で
す
。

　

引
き
続
き
、
都
や
保
育
園
と
協
議
し
、
受
入

数
増
と
、実
情
に
合
っ
た
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

(4) 

旧
役
場
跡
地
の
公
園

　

昨
年
12
月
に
竣
工
し
、

名
称
は
公
募
に
よ
り｢

こ

ど
も
未
来
公
園｣

と
な
り

ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
び
、

ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

(1) 

高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化

　

基
幹
事
業
と
し
て
今
後
と
も
継
続
実
施
し
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
の
助
成
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
寝
た
き
り
高
齢
者

等
支
援
手
当
な
ど
も
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

(2) ｢

元
気
の
種
ま
き
〜
み
ん
な
で
の
め
っ
こ
く
〜
事
業

　

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で

も
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
24
年
度
も
、
更
に
内
容
を
充
実
し
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
操
な
ど
の
体
操
教
室
、
い
き
い
き
栄
養

指
導
な
ど
、
長
寿
化
の
た
め
の
各
種
事
業
も
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

(3) 

外
出
支
援
バ
ス

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
外
出
の
足
と
な
る
外
出

支
援
バ
ス
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
あ
っ
た
運
行
を
午
後
５
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

(4) 

町
内
循
環
バ
ス

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
含
む
町
民
の
皆
さ
ん
の

交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
朝
１
便
、
夕

ま
た
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
数
が
子
供
の
い
る

夫
婦
世
帯
数
を
初
め
て
上
回
り
、
高
齢
女
性
の

５
人
に
一
人
、
高
齢
男
性

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
日
の
出
町
！

平
成
24
年
度 

町
長
施
政
方
針（
骨
子
）

　

平
成
24
年
第
１
回 
日
の
出
町
議
会
定
例
会
で
橋
本
町
長
が
施
政
方
針

を
述
べ
、
町
議
会
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

｢

躍
進 

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
５
大
作
戦｣

の
展
開

１ 

日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
ー
子
育
て
支

援
の
充
実
と
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

　

日
の
出
町
は
、
国
や
全
国
の
自
治
体
に
先
駆

け
、「
日
の
出
町
発
の
少
子
化
対
策
！
次
世
代

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
青
少
年
を
対
象
に
、
次
世

代
育
成
ク
ー
ポ
ン
や
育
成
支
援
金
の
支
給
、
次

世
代
育
成
住
宅
の
提
供
と
医
療
費
の
無
料
化
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
対
策
は
、「
日
の
出
町
発
！
長
寿
化

対
策
〜
日
本
一
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
宣
言
」
に
基
づ
き
、
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
医
療
費
を
無
料
化
し
、
外
出
支
援
策
や
健
康

増
進
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

19
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

が
ん
医
療
費
無
料
化
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
国
勢
調
査(

速
報)

で
は
、
わ
が

国
は
、
人
口
の
23
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

13
％
が
14
歳
以
下
と
い
う
、
ま
だ
ど
の
国
も
経

験
し
て
い
な
い
少
子･

高
齢
国
で
、
高
齢
化
の

上
り
坂
が
き
つ
く
な
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

2みんなで守る！  ひのでA（安全）・A（安心）大作戦の展開！！
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方
２
便
の
計
３
便
の
運
行
を
、
４
月
か
ら
一
日

７
便
に
増
や
し
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
運
行
し
ま

す
。
ま
た
、
乗
降
場
所
等
も
改
善
し
ま
す
。

(5) 

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

　

23
年
度
末
か
ら
作
成
し
て
い
る
災
害
時
要
援

護
者
デ
ー
タ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
事
業
で
す
。在
宅
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
、
緊
急
時

や
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
日
常
は
見
守
り
を
行
い
、
何
か
あ
っ
た

時
は
救
護
な
ど
を
実
施
し
、
災
害
時
に
は
安
否

確
認
や
救
援
な
ど
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

要
援
護
者
デ
ー
タ
は
、
自
治
会
、
民
生
児
童

委
員
、
消
防
団
、
警
察
、
消
防
等
に
提
供
し
、

緊
急
時
の
支
援
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
の

で
、多
く
の
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

(6) 

敬
老
金
、
生
涯
青
春
い
き
い
き
奨
励
金
と
、
百

歳
万
歳
生
涯
青
春･

生
涯
現
役
敬
老
金
の
見
直
し

　

東
京
都
や
国
に
よ
る
指
摘･

指
導
や
、
都
・

都
内
区
市
町
村
で
毎
年
敬
老
金
を
お
贈
り
し
て

い
る
例
が
無
く
、
高
齢
者
施
策
を
再
構
築
す
る

中
で
、
敬
老
金
等
の
在
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
年
齢
の
節
目
々
々
ご
と
、
70

歳(

古
希
）、
75
歳
、
77
歳(

喜
寿
）、
80
歳(

傘

寿
）、
85
歳
、
88
歳(

米
寿
）、
90
歳(

卒
寿
）、

95
歳
、99
歳(

白
寿
）、100
歳
以
上
の
方
々
に
、「
元

気
に
長
生
き
奨
励
金
」
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

見
直
し
時
期
は
、
敬
老
金
と
生
涯
青
春
い
き

い
き
奨
励
金
は
４
月
か
ら
移
行
し
、
百
歳
万
歳

生
涯
青
春
・
生
涯
現
役
敬
老
金
は
、
25
年
度
か

ら
移
行
し
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、「
ひ
の
で
福
祉
村
構
想
」
推

進
百
人
会
議
で
了
承
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
が
ん
対
策
な
ど

　

国
は
、
24
年
度
か
ら
５
年
間
の
政
策
目
標
と

な
る
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
改
定
の
基

本
方
針
を
決
定
し
、
重
点
課
題
、
①
放
射
線
、

化
学
療
法
の
推
進
と
専
門
的
な
医
師
の
育
成　

②
初
期
治
療
か
ら
の
緩
和
ケ
ア　

③
が
ん
登
録

の
推
進
に
加
え
、「
働
く
世
代
へ
の
が
ん
対
策

の
充
実
」
を
盛
り
込
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年

20
歳
か
ら
64
歳
の
う
ち
、
約
７
万
人
が
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
そ
の
３
分
の
１
が
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
い
知
識
の
普

及
や
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

日
の
出
町
は
、
が
ん
医
療
費
の
無
料
化
事
業

を
今
後
と
も
継
続
し
つ
つ
、
国
や
都
の
施
策
に

合
わ
せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
町
や
お
勤
め
の
会
社
な
ど

が
実
施
す
る
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
に
応
え
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

(4) 

ご
み
処
理

　

生
活
に
直
結
す
る
ご
み
の
処
理
は
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
実
施
す
る
個
別
収
集
、
有
料
化
に

向
け
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
モ
デ
ル
事
業

実
施
な
ど
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

(5) 

町
道
の
整
備

①
補
助
道
第
７
号
線(

川
北
通
り)

と
三
吉
野

宿
上
６
号
線
は
、
道
路
改
良
工
事
を
行
い
、
日

の
出
団
地
26
号
線
は
、舗
装
打
換
工
事
を
続
け
、

幸
神
11
号
線
は
、
路
盤
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

三
吉
野
下
平
井
41
号
線
（
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
）、

補
助
道
第
10
号
線(

羽
生
通
り)

、
三
吉
野
宿

上
21
号
線
は
、
25
年
度
以
降
に
工
事
或
い
は
用

地
取
得
な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

②
補
助
道
第
４
号
線
、
三
吉
野
工
業
団
地
２
号

線
、
10
号
線
、
15
号
線
は
、
道
路
排
水
枡
改
良

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

③
御
殿
橋
架
け
替
え
工
事
は
、
25
年
度
の
完
了

を
目
指
し
上
部
工
を
実
施
し
ま
す
。

④
東
光
院
橋
は
、
25
年
度
に
調
査
測
量
を
実
施

予
定
で
、
都
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
舗
装
大
作
戦
や
小
工
事
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

(6) 

都
道
の
整
備

①
梅
が
谷
峠
〜
肝
要
間
の
ト
ン
ネ
ル

　

町
議
会
自
民
蒼
政
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
都
に
早
期
実
現
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
の
地
形
測
量
に
続
き
、

２
ひ
の
で
Ａ(

安
全)･

Ａ(

安
心)

大
作
戦
の
展
開

　

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
加
え
、
子
ど
も
が

見
知
ら
ぬ
人
に
刃
物
で
傷
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、

以
前
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
事
件
が
多
発
し
て

い
る
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。

　

町
や
警
察
な
ど
の
行
政
に
加
え
、
自
治
会
や

隣
組
同
士
、
家
族
が
お
互
い
に
注
意
し
、
対
策

を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

日
の
出
町
は
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
し
、
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う

次
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

(1) 

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
国
は
防
災
基
本

計
画
を
大
幅
に
修
正
す
る
方
針
を
固
め
、都
は
、

昨
年
11
月
に
定
め
た「
東
京
都
防
災
対
応
指
針
」

に
基
づ
き
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
地
域
防
災
計
画
を

改
定
す
る
予
定
で
す
。

　

日
の
出
町
は
、
国
や
都
と
の
整
合
を
図
り
、

通
信
機
能
や
放
射
性
物
質
の
影
響
な
ど
を
も
含

め
、
計
画
全
体
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

(2) 

日
の
出
町
消
防
団

　

緊
急
時
に
第
一
線
で
活
動
さ
れ
る
消
防
団

は
、
10
月
に
全
国
消
防
操
法
大
会(

ポ
ン
プ
車

操
法)

に
出
場
し
ま
す
。
平
時
の
訓
練
の
成
果

を
大
い
に
発
揮
し
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
第
４
分
団
の
詰
所
を
建
替
え
、

ポ
ン
プ
車
の
更
新
、
消
防
団
員
の
活
動
を
支
え

て
い
る
ご
家
族
の
ご
苦
労
と
、
団
員
確
保
の
意

味
も
込
め
、
福
利
厚
生
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

(3) 

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
補
助

　

地
球
温
暖
化
や
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
に
対
応

3

壇上の橋本町長
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本
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(2) 

谷
戸
沢
処
分
場
跡
地
に
設
置
す
る
国
体
の

サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設　

　

24
年
度
は
、
天
然
芝
の
本
格
的
な
サ
ッ
カ
ー

場
の
建
設
を
行
い
、
年
度
末
に
竣
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
井
中
学
校
前
の
補
助
道

第
19
号
線
か
ら
サ
ッ
カ
ー
場
に
至
る
ア
ク
セ
ス

路
の
整
備
を
行
い
、
年
度
末
の
開
通
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

処
分
場
に
つ
い
て
は
、
東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
と
地
元
自
治
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

公
害
発
生
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
も
な
く
、
順

調
に
処
分
と
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
ツ
塚
処
分
場
と
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
、

焼
却
灰
な
ど
を
搬
入
す
る
多
摩
地
区
15
清
掃
工

場
に
つ
い
て
、
昨
年
７
月
か
ら
、
焼
却
灰
な
ど

の
放
射
線
量
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
問
題
と
な
る
数
値
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
ま
す
。

　

谷
戸
沢
処
分
場
は
、
埋
立
が
終
了
し
閉
鎖
管

理
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
国
蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
や
日
本
最
小
の
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
生
息

し
、
貴
重
な
野
生
の
キ
ン
ラ
ン
、
エ
ビ
ネ
ラ
ン
、

ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
な
ど
の
植
物
も
自
生
す
る
な

ど
、
自
然
の
回
復
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
循
環
組
合
と
協
議
し
、
見
学
会
や
自
然

鑑
賞
コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

以
上
が
24
年
度
の
主
要
事
業
で
す
が
、
今
後

も
見
込
ま
れ
る
町
税
の
減
収
傾
向
、
少
子
高
齢

化
の
更
な
る
進
行
や
、
国
の
財
政
再
建
の
影
響

24
年
度
は
弾
性
波
調
査
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

②
都
道
251
号
線(

青
梅
・
日
の
出
線)

　

都
が
既
に
坂
本
交
差
点
の
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
24
年
度
は
、
坂
本
〜
北
大
久
野
橋
間
の

用
地
取
得
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
都
道
185
号
線(

山
田
・
平
井
線)

　

都
の
す
い
す
い
プ
ラ
ン
で
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
後
日
の
出
町
は
、
都
の
第
４
次
都
市
計
画
事

業
化
路
線
へ
の
採
択
を
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

④
都
道
第
184
号
線(

奥
多
摩･

あ
き
る
野
線)

旧
役
場
交
差
点
付
近
〜
ご
新
造
橋
間

　

地
元
の
協
力
を
得
て
事
業
化
す
る
よ
う
都
に

要
請
し
ま
す
。

(3) 

防
災
頭
巾
と
カ
バ
ー
の
支
給

　

東
日
本
大
震
災
に
鑑
み
、
児
童
を
災
害
の
危

険
か
ら
守
る
た
め
、新
入
学
児
に
支
給
し
ま
す
。

(4) 

国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
準
備

　

25
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
国
体
女
子
サ
ッ

カ
ー
競
技
の
た
め
、
24
年
度
に
実
行
委
員
会
を

組
織
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

(5) 

新
公
民
館
に
つ
い
て

　

旧
公
民
館
は
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
か

ら
、昨
年
５
月
１
日
に
使
用
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望

を
踏
ま
え
、
新
公
民
館
の
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
跡
地
へ
の
建
設
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
前
半
に
報
告
を
ま
と
め
、
後
半
で
基

本
設
計
、
25
年
度
に
実
施
設
計
、
26
年
度
に
建

設
の
着
手
を
考
え
て
い
ま
す
。

(2) 

商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
商
工
会
と
協

議
し
、
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

(3) (

仮
称)

野
鳥
の
森
・
こ
ど
も
自
然
公
園

　

３
年
間
に
わ
た
り
景
観
再
生
事
業
と
し
て
遊

歩
道
な
ど
を
整
備
し
た
結
果
、
散
策
な
ど
を
楽

し
め
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
、
同
公
園
設
置
構
想
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
基
本
構
想
の
検
討
を
は
じ
め
ま
し

た
。
今
後
、
地
域
に
根
ざ
し
た
整
備
計
画
、
観

光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
公
園
運
営
の

在
り
方
な
ど
が
幅
広
く
検
討
さ
れ
ま
す
。

(4) 

農
業
関
係

①
農
村
総
合
整
備
事
業　

玉
の
内
地
区
の
集
落

農
園
整
備
の
た
め
、
24
年
度
に
圃
場･

水
田
設

計
を
、
25
年
度
に
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

②
小
規
模
土
地
改
良
事
業　

三
吉
野
油
田
地

区
の
側
溝
の
蓋
か
け
と
泥
溜
桝(

ど
ろ
た
め
ま

す)

設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

(5) 

大
久
野
地
区
の
振
興
拠
点
、
勝
峰
山
の
林

道
整
備

　

当
初
計
画
で
は
24
年
度
終
了
の
予
定
で
し
た

が
、
28
年
度
ま
で
工
事
が
続
く
見
込
み
で
す
。

工
事
費
は
東
京
都
補
助
の
予
定
で
す
。

３ 

豊
か
な
創
造
性
に
富
ん
だ
児
童･

生
徒
を
育

成
す
る
た
め
の
、
教
育
の
充
実
に
よ
る
人
づ
く
り

(1) 

教
育
環
境
の
整
備

　

24
年
度
は
、
中
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が

完
全
実
施
さ
れ
、
学
級
編
成
は
、
小
学
校
１
〜

２
年
生
と
、
中
学
１
年
生
が
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
対

策
な
ど
の
た
め
、
35
人
学
級
と
な
り
ま
す
。

　

日
の
出
町
は
、
児
童
や
生
徒
が｢

確
か
な
学

力｣
･
｢

豊
か
な
心｣

･
｢

健
や
か
な
体｣

を
育

め
る
よ
う
、
施
設
整
備
や
支
援
教
育
も
含
め
、

引
き
続
き
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

(2) 

平
井
小
学
校
と
本
宿
小
学
校
の
通
学
区
域
の
変
更

　

平
井
小
学
校
区
域
の
児
童
数
の
増
加
に
伴

い
、
教
育
委
員
会
に
よ
り
検
討
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
保
護
者
説
明
会
な
ど
を
経
て
決
定
す
る

予
定
で
す
。
施
行
は
25
年
４
月
と
な
り
ま
す
。

４　

元
気
あ
る
活
気
に
満
ち
た

　
　
　
　
　

商
工
観
光
業
と
農
林
業
の
振
興

　

活
気
あ
ふ
れ
る
日
の
出
町
実
現
の
た
め
に
は
、

商
業
、
工
業
、
観
光
業
、
農
業
、
林
業
が
か
つ

て
の
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

(1) 

観
光
ま
ち
づ
く
り

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
引
続
き
実
施
し
、

町
民
の
方
や
各
種
団
体
が
行
う
町
お
こ
し
事
業

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
あ
る
23
の
林
道

と
、
24
年
度
開
通
す
る
北
大
久
野
台
沢
林
道
を

加
え
、
今
後
は
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
都
民

が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
森
林
浴
な
ど
を
行
え
る
よ

う
、
観
光
面
か
ら
の
林
道
の
活
用
に
つ
い
て
、

山
林
所
有
者
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

５　

総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
並
び
に

　
　
　
　

野
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
推
進

(1) 

総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
、
野
外
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
設
置　

　

｢

総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
委
員

会｣

を
設
置
し
、
26
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
基

4子育て支援策の充実と高齢者に優しい日本一の福祉のまち !！
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財
政
規
模
な
ど

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
３
％
増
の
88
億
９
千
万
円
と

な
り
、
日
の
出
の
春
（
８
）
へ
、
躍
進
（
８
９
）

す
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
根
幹
を
な
す
町
税
が
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
な
ど
で
、
昨
年
度
比
で
3.2
％

減
、
８
千
500
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
、
４
年
続
け

て
大
幅
に
減
少
す
る
う
え
に
、
予
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
は
い
え
、
地
域
振
興
費
が
23
年
度
に

比
べ
て
４
億
円
少
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
期
し
て

積
み
上
げ
て
き
た
財
政
調
整
基
金
を
取
崩
し
、

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
東
京
都
の
総
合
交
付
金

等
の
確
保
に
努
め
た
結
果
、
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
平
成
24
年
度
の
重
点
施
策
事

業
で
あ
る
、
子
ど
も
・
青
少
年
や
高
齢
者
対
策
、

安
全
・
安
心
の
た
め
の
防
災
・
消
防
対
策
、
教

育
環
境
の
整
備
、
産
業
振
興
、
公
民
館
と
総
合

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
検
討
、
サ
ッ
カ
ー
場
と

ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
な
ど
へ
の
対
応
と
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
４
つ
の

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
131
億
３

千
万
円
で
、
前
年
度
4.5
％
増
と
な
り
ま
す
。

さ
ん
の
生
活
環
境
を
豊
か
に
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
、
町
の
将
来
の
目
標
に
向
け

た
歩
み
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
、
私
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
、
職
員
と
も
ど
も
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
町
政
を
お
預
か
り
す
る
時
、「
町
民
の

み
な
さ
ん
と
の
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
心
の
か
よ

う
町
政
を
実
現
」
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
約
束
を
実
行
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
各

審
議
会
等
に
委
員
公
募
の
方
法
を
取
り
入
れ
、

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
等
で
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
っ
て
、
町
政
推
進
の
原
動
力
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
更
に
も

う
一
歩
進
め
、
町
政
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
１
月
か
ら
町
長

室
を
開
放
し
、
私
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に

懇
談
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
24
年
度
か
ら
、
私
と
町
の

幹
部
職
員
と
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
出
向

い
て
、
将
来
の
町
づ
く
り
や
町
政
等
に
つ
い
て

語
り
合
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
、
建
設
的

な
ご
意
見
等
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

中
国
の
兵
書
「
孫
子
」
は
、
国
家
の
一
大
事

で
は
国
民
の
死
活
や
国
の
存
亡
が
決
す
る
の
で

熟
慮
す
べ
し
、
そ
の
熟
慮
の
基
準
と
し
て
第
一

は
「
道
」、
即
ち
政
治
で
あ
る
、
国
民
が
国
の

指
導
者
と
同
心
で
な
け
れ
ば
国
家
の
一
大
事
に

は
到
底
対
処
で
き
な
い
、と
説
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
、
こ
の
孫
子
の
教
え
に
習
っ
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
意
思
疎
通
を
十
分
に
図
っ
て
、

町
議
会
と
と
も
に
町
政
の
行
方
を
確
か
な
も
の

に
し
て
行
き
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
事
務
事
業
の
実
務
を
担
い
、
私

の
部
下
で
あ
り
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
職
員

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
職
員
と
な
る

た
め
に
、

１ 

町
民
の
目
線
で
考
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
仕
事
を
こ
な
し
、
信
頼
に
こ
た
え
る
職
員

２ 

常
に
問
題
意
識
と
柔
軟
な
発
想
を
持
ち
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
職
員

３ 

情
報
共
有
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、

組
織
力
向
上
に
努
め
る
職
員

４ 

夢
と
や
り
が
い
を
持
ち
、「
自
己
実
現
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
両
立
す
る
職
員

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
日
の
出
町
の
限
り
な

い
発
展
と
、町
議
会
及
び
議
員
各
位
の
ご
活
躍
、

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、
職
員
の
奮

闘
を
心
か
ら
祈
念
し
て
、
平
成
24
年
度
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
２
日

　
　

 

日
の
出
町
長　

橋　

本　

聖　

二

　

平
成
24
年
度
予
算

予
算
編
成　

２
つ
の
基
本
方
針

(1) 

第
四
次
長
期
総
合
計
画
「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う　

日
の
出
町
！
」の
基
本
目
標
で
あ
る「
安

心
・
躍
進
・
自
立
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
躍

進　

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
５
大
作
戦
」
を
中
心
施

策
と
し
て
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

(2) 

行
財
政
改
革
の
不
断
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、行
財
政
の
無
駄
を
徹
底
的
に
排
除
し
ま
す
。

結　

び

　

私
が
町
政
を
担
っ
て
か
ら
、
来
月
で
ち
ょ
う

ど
２
年
と
な
る
折
り
返
し
点
を
迎
え
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆

5

な
ど
を
考
え
、
基
幹
政
策
は
堅
持
し
つ
つ
も
、

見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直
し
、時
代
に
合
っ
た
、

先
を
見
通
せ
る
施
策
の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

上空から見た日の出町



４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

平
成
24
年
度
に
実
施
す
る
高
齢
者

　
　

施
策
と
敬
老
金
等
の
改
正
に
つ
い
て

　

日
の
出
町
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

日

の
出
町
！
」と
い
う
合
言
葉
の
も
と
に
、「
安
心
・

躍
進
・
自
立
の
ま
ち
」
を
目
ざ
し
て
、
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
は
日
本

一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
等
の
５
本
の
柱
か
ら
な

る
施
策（
躍
進　

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
５
大
作
戦
）

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
見
込
ま
れ
る

町
税
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
や

国
の
財
政
再
建
等
の
影
響
を
考
え
る
と
、
基
幹

と
な
る
政
策
は
堅
持
し
な
が
ら
、
見
直
す
べ
き

も
の
は
果
敢
に
見
直
し
て
、
時
代
に
合
っ
た
、

５
年
先
、
10
年
先
を
見
通
し
た
事
務
事
業
を
推

進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速

報
に
よ
る
と
、
わ
が
国
は
人
口
の
23
％
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
13
％
が
14
歳
以
下
の
子
ど
も

と
い
う
、
ま
だ
ど
の
国
も
経
験
し
て
い
な
い
少

子
・
高
齢
国
で
、
し
か
も
高
齢
化
の
上
り
坂
が

き
つ
く
な
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が
子
ど
も
の
い

る
夫
婦
世
帯
を
は
じ
め
て
上
回
り
、
高
齢
女
性

の
５
人
に
一
人
、
高
齢
男
性
の
10
人
に
一
人
が

単
身
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

は
、
き
め
細
か
な
少
子
化
対
策
及
び
高
齢
者
対

策
の
実
施
と
、
継
続
し
た
社
会
保
障
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
で
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平

成
24
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
高
齢
者
施
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
の
無
料
化
は
、

お
年
寄
り
に
か
か
る
基
幹
事
業
と
し
て
、
今
後

も
引
き
続
き
実
施
し
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
の

助
成
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
、
寝
た
き
り
高
齢
者
等
支
援
手
当
な
ど
の
政

策
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

２　

す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
に
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
健
康
増
進
事
業
、「
元
気
の
種
ま
き
」
〜
み

ん
な
で
の
め
っ
こ
く
〜
の
事
業
は
、
高
齢
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参

加
で
き
る
事
業
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
ま
す

の
で
、
24
年
度
も
さ
ら
に
内
容
を
充
実
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
操
な
ど
の
体
操
教
室
、
い
き
い
き
栄
養

指
導
な
ど
、
長
寿
化
の
た
め
の
各
種
事
業
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

３　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
外
出
の
足
と
し
て
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
外
出
支
援
バ
ス
は
、
現

在
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
運
行
し
て

い
ま
す
が
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

方
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
４
月
２
日
か
ら

午
後
５
時
ま
で
延
長
し
て
運
行
し
ま
す
。（
詳

し
く
は
別
紙
折
込
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

４　

高
齢
者
の
方
々
を
含
む
町
民
の
皆
さ
ん
の

交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
現
在
、
朝
１

便
、
夕
方
２
便
の
計
３
便
運
行
し
て
い
る
巡
回

バ
ス
を
、４
月
２
日
か
ら
一
日
７
便
に
増
や
し
、

朝
か
ら
夕
方
ま
で
運
行
し
、
乗
降
場
所
等
も
改

善
し
ま
す
。

　

な
お
、
巡
回
バ
ス
の
名
称
を
公
募
し
て
い
ま

し
た
が
、「
ぐ
る
り
〜
ん
日
の
出
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。（
詳
し
く
は
別
紙
折
込
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

５　

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
日
常
は
見
守
り
を
行
い
、
何
か
あ
っ
た
時

は
救
護
等
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
速

や
か
な
安
否
確
認
や
救
援
等
に
結
び
付
け
る
た

め
、
災
害
時
要
援
護
者
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

始
め
た
も
の
で
、
在
宅
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
等
の
、
緊
急
時
や
災
害
時
等

に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
を
対
象
と
し
て
お

り
、
町
が
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
、
消
防
団
、

警
察
、
消
防
に
、
災
害
時
要
援
護
者
デ
ー
タ
を

提
供
し
、
支
援
等
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
多

く
の
対
象
者
の
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

６　

以
上
と
並
行
し
て
、
敬
老
金
、
生
涯
青
春

い
き
い
き
奨
励
金
、
百
歳
万
歳
生
涯
青
春
・
生

涯
現
役
敬
老
金
の
制
度
を
見
直
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
敬
老
金
等
は
、
昭
和
43
年
か
ら
順

次
ス
タ
ー
ト
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

東
京
都
や
国
か
ら
の
指
摘
・
指
導
も
あ
り
、
ま

た
、
東
京
都
や
都
内
市
区
町
村
に
お
い
て
、
毎

年
敬
老
金
を
お
贈
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
前
記
１
〜
５
の
よ

う
に
高
齢
者
施
策
を
再
構
築
す
る
中
で
、
敬
老

金
等
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
見
直
し
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
で
は
、
年
齢
の
節
目
ご
と
に
敬

老
金
を
贈
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
、
70
歳

（
古
希
）、75
歳
、77
歳
（
喜
寿
）、80
歳
（
傘
寿
）、

85
歳
、
88
歳
（
米
寿
）、
90
歳
（
卒
寿
）、
95
歳
、

99
歳
（
白
寿
）、
100
歳
以
上
の
方
々
に
、「
元
気

に
長
生
き
奨
励
金
」
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

制
度
の
見
直
し
の
時
期
で
す
が
、

①　

敬
老
金
及
び
生
涯
青
春
い
き
い
き
奨
励
金

は
、
平
成
23
年
度
限
り
で
終
了
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
「
元
気
に
長
生
き
奨
励
金
」
に
切
替
え
、

②　

百
歳
万
歳
生
涯
青
春
・
生
涯
現
役
敬
老
金

は
、
平
成
24
年
度
限
り
で
終
了
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
「
元
気
に
長
生
き
奨
励
金
」
に
切
替

え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
高
齢
者
施
策
を
実
施
・
改

正
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問　

い
き
い
き
健
康
課  

高
齢
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

381

お
知
ら
せ

6豊かな想像性に富んだ 児童 ･生徒を育成するための、教育の充実による人づくり !!
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町
内
循
環
バ
ス
の
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た

　

広
報
日
の
出
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

｢

町
内
循
環
バ
ス
の
愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）

募
集｣

に
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
応

募
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
愛
称
は
、
平
井
地
区
に
お
住
ま
い
の

竹
本
秀
彦
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
、｢

ぐ
る
り
〜
ん
日
の
出｣

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
内
循
環
バ
ス｢

ぐ
る
り
〜
ん
日
の
出｣
号

は
、
４
月
か
ら
新
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。
ダ

イ
ヤ
改
正
な
ど
の
詳
細
は
、
別
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

生
活
安
全
安
心
課 

地
域
安
全
安
心
係　

内　

331

※
午
後
１
時
か
ら
受
付(

対
話
時
間
は
30
分
以

内)

※
個
人
的
な
要
望
・
相
談
・
苦
情
・
営
利

目
的
な
内
容
は
お
断
り
し
ま
す

対
象　

日
の
出
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
の
方

※
身
分
証
な
ど
を
ご
提
示
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課 

広
聴
広
報
係　

内　

306

ち
づ
く
り
」
を
両
立
す
る
職
員

問　

総
務
課 

人
材
育
成
担
当　

内　

305

高
齢
者
外
出
支
援
バ
ス
の
運
行
時
間
が

　
　
　

１
時
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
高
齢
者
外
出
支
援
バ
ス
の
最
終

便
の
運
行
時
間
が
１
時
間
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
路
線
案
内
と
運
行
時
間

案
内
な
ど
、詳
し
く
は
折
込
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

い
き
い
き
健
康
課 

高
齢
支
援
係　

内　

381

今
月
の
町
長
室
開
放
日

　

日
の
出
町
民
の
皆
さ
ん
が
橋
本
町
長
と
懇
談

す
る
こ
と
が
で
き
る｢

ち
ょ
っ
と
ひ
と
っ
ぱ
な

し
対
話
コ
ー
ナ
ー｣

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日　

４
月
24
日 

(火)

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

職
員
の
資
質
向
上
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け

「
日
の
出
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」
策
定

　

日
の
出
町
で
は
、
町
の
諸
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
的
確
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力
、

意
欲
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
日
の

出
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
日
の
出
町
が
求
め
る
職

員
像
や
能
力
要
件
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
職
員
の
能
力
開
発
の
た
め
の
取
り
組
み
を

総
合
的
な
視
点
か
ら
定
め
る
こ
と
で
、
地
方
自

治
の
新
し
い
時
代
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
、
自
治
体
経
営
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
求
め
る
職
員
像
」

①
町
民
の
目
線
で
考
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
仕
事
を
こ
な
し
、
信
頼
に
こ
た
え
る
職
員

②
常
に
問
題
意
識
と
柔
軟
な
発
想
を
持
ち
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
職
員

③
情
報
共
有
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、

組
織
力
向
上
に
努
め
る
職
員

④
夢
と
や
り
が
い
を
持
ち
、「
自
己
実
現
」と「
ま

空
手
道
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
山
崎
郁
弥
君
へ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た　

　　

さ
る
３
月
９
日(

金)

、

北
海
道
北
広
島
市
で
開
催

さ
れ
る
「
文
部
科
学
大
臣

旗
争
奪
は
ま
な
す
杯
第
６

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選

抜
大
会
」
に
出
場
す
る
、

平
井
中
学
校
２
年
Ｂ
組
に
在
籍
す
る
山
崎
郁
弥

君
に
、
橋
本
町
長
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
の
出
町
は
、
山
崎
君
の
本
大
会
で
の
活
躍

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

問　

学
校
教
育
課 

指
導･

学
務
係　

内　

534

日
の
出
町
就
学
援
助
に
つ
い
て

　

日
の
出
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
教
育
費

の
支
出
が
難
し
い
ご
家
庭
に
、
教
育
費
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
対
象
要
件
や
申
請
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
毎
年
４
月
、
小
中
学
校
か
ら

児
童
生
徒
を
通
じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問　

学
校
教
育
課 

指
導
・
学
務
係　

内　

533

東日本大震災義援金の受付が平成24年2月末日で終了しました
皆さまのあたたかい善意とご協力、誠にありがとうございました。

　このたび、皆さまからお預かりした義援金の総額は、11,124,726円となりました。
　日の出町は、①東京都の東北地方太平洋沖地震東京都義援金への送金として8,600,131 円、②宮
城県山元町への送金として 2,085,170 円、③救援物資の購入に充当した分として 439,425 円を、
それぞれ配分しました。
　日の出町内外の皆さまの、あたたかい善意とご協力に、心から感謝しますと共に、被災された地域
の皆さまの、一日も早い復旧と復興を、心よりお祈り申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　総務課 庶務係　内　301

子
育
て
・
教　

育

7



４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

れ
た
代
表
者
。
②
町
内
に
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
２
階
建
以
下
の
戸
建

住
宅
。
③
所
有
者
自
ら
利
用
す
る
た
め
に
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し

て
い
る
住
宅
。　

助
成
額　

診
断
機
関
が
行
う

診
断
費
用
の
２
分
の
１（
上
限
額
２
万
５
千
円
）

耐
震
改
修
費
助
成

対
象　

①
耐
震
診
断
で
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
改
修
の
実
施

で
倒
壊
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
住
宅
の
所
有

者
。
た
だ
し
、
共
有
建
築
物
は
、
共
有
者
全
員

に
合
意
さ
れ
た
代
表
者
。
②
耐
震
改
修
工
事
費

が
30
万
円（
消
費
税
を
除
く
）以
上
で
あ
る
こ
と
。

助
成
額　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
額
30
万
円
）

共
通　

ど
ち
ら
の
助
成
も
実
施
前
に
必
要
書
類

を
添
え
て
町
に
申
請
し
、
交
付
決
定
さ
れ
て
か

ら
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
日
の
出
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
助
成
金
交
付
要
綱
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課 

都
市
計
画
係　

内　

351

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
被
害
な
ど
を

低
減
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
が
必

要
な
方
へ
、費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

耐
震
診
断
費
助
成

対
象　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
要
件
を

備
え
て
い
る
住
宅
の
所
有
者
。
た
だ
し
、
共
有

建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
共
有
者
全
員
に
合
意
さ

（2） 

24
年
度
中
の
転
入
者

　

１
年
〜
６
年
生
の
転
入
者
は
、
平
井
小
学
校

へ
通
学
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
希
望
に
よ
り｢

本
宿
小
学
校｣

へ

通
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

学
校
教
育
課 

指
導
・
学
務
係　

内　

534

通
学
区
域
変
更
の
概
要

　

平
井
小
学
校
区
か
ら
本
宿
小
学
校
区
へ
変
更

変
更
区
域　

平
井
201
〜
225
・
227
〜
242
番
地

変
更
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

変
更
対
象
者
及
び
通
学
方
法

①
平
成
25
年
度
以
降
の
入
学
者
と
転
入
者

　

本
宿
小
学
校
へ
通
学
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
１
年
生
が
入
学
時
点
で
、
兄
・

姉
が
小
学
２
年
〜
６
年
生
と
し
て｢

平
井
小
学

校
」
に
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、
希
望
に
よ
り

｢

平
井
小
学
校｣

へ
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
25
年
３
月
末
日
時
点
で
、｢

平
井
小

学
校｣

に
通
学
し
て
い
る
児
童
は
、
希
望
に
よ

り
引
き
続
き｢

平
井
小
学
校
」
に
通
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
平
成
24
年
度
の
入
学
者
と
転
入
者
の
特
例

（1） 

24
年
度
の
入
学
者
（
兄
・
姉
が
小
学
校
２

年
生
か
ら
６
年
生
に
い
な
い
場
合
）

　

平
井
小
学
校
へ
通
学
し
ま
す
。
※
た
だ
し
、

希
望
に
よ
り｢

本
宿
小
学
校｣

へ
通
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平
井
小
学
校
通
学
区
域
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
平
井
小
学
校
は
、
こ
こ
数
年
の
急
速
な
児
童
増
加
に
伴
い
、

今
後
、
教
室
が
不
足
す
る
な
ど
教
育
環
境
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
の
出
町
は
、
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
平

井
小
学
校
の
通
学
区
域
の
一
部
を
、
本
宿
小
学
校
の
通
学
区
域

に
編
入
し
ま
す
。

　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。
初めての方も気軽にご参加ください。 問 子ども家庭支援センター 内 297

子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動

事 業 名 日時（受付時間）場所 　　　内容など

すくすく
親子体操

４/12（木）
9:45～11:30

保 

健 

セ 

ン 

タ 

ー

対　象　1歳～ 4歳未満
① 敕使河原先生の体操指導
② 親子 ･ママ同士の交流
持ち物　バスタオルかスポーツタオル

よちよち
ママさん
体　　操

４/18（水）
9:45～11:30

対　象　3ヵ月～1歳未満
① 貫井先生の体操指導
② 親子 ･ママ同士の交流
持ち物　500ml サイズのペットボトル

　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。

子育て支援情報 !!
　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。

ち
ょ
こ
っ
と
共
済(

交
通
災
害
共
済)

の

　
　
　

新
年
度
加
入
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

各
金
融
機
関(

郵
便
局
を
除
く)

と
役
場
１

階
西
武
信
用
金
庫
派
出
所
で
、
平
日
業
務
時
間

内
に
新
年
度
加
入
手
続
き
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

共
済
期
間　

４
月
１
日
か
ら
の
１
年
間

対
象　

町
内
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ

る
方
（
消
防
団
員
及
び
女
性
消
防
隊
は
町
公
費

　活動中は、スタッフや子育てボランティアが保育をお手伝いします。

安
全
安
心

8元気ある活気に満ちた商工観光業と農林業の振興 !!
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で
Ｂ
コ
ー
ス
に
一
括
加
入
し
ま
す
）

会
費　

Ａ
コ
ー
ス　

年
額
１
千
円
の
会
費
で
最

高
300
万
円
の
見
舞
金　
　

Ｂ
コ
ー
ス　

年
額
500

円
の
会
費
で
最
高
150
万
円
の
見
舞
金

問　

生
活
安
全
安
心
課 
地
域
安
全
安
心
係　

内　

332

期
日　

５
月
27
日
(日)　

※
小
雨
決
行

▼
延
期
の
場
合
は
６
月
３
日 

(日)

※
実
施
内
容
は
、
広
報
日
の
出
５
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
ご
み

の
な
い｢

き
れ
い
な
ま
ち｣

に
し
ま
し
ょ
う
！

新
年
度
版｢

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
配
布

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
、
24
年
度
版
を
配
布
し

ま
し
た
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
窓
口
配
布
の

ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
安
全
安
心
課 

環
境
係　

内　

334

安
全･

安
心
「
ひ
の
で
防
火
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た　

▼
２
月
25
日
(土)

　

地
域
に
お
住
い
の
皆
さ
ん

の
防
火
防
災
意
識
の
向
上
を

目
的
に
、
東
京
消
防
庁
秋
川

消
防
署
、
日
の
出
町
消
防
団
、

日
の
出
町
女
性
消
防
隊
、
ひ
の
で
映
画
大
使
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
の
協
力
を
頂
き
、
映
画

を
使
っ
た
新
し
い
防
火
防
災
教
育
を
生
涯
教
育

の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
防
火
防
災
の
講
話
と
、
震
災
映
画

の
鑑
賞
、
心
肺
蘇
生
の
話
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
東

日
本
大
震
災
等
の
パ
ネ
ル
展
示
、
は
し
ご
車
搭

乗
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
来
場
者
か
ら
は
「
災

害
の
恐
ろ
し
さ
、
命
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

社
会
教
育
係　

内　

542

町
内
環
境
美
化
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
熱
利
用
機
器
の
設
置
費
を
助
成

　

個
人
住
宅
に
太
陽
熱
利
用
機
器
を
設
置
す
る

方
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼
申
込
期
間
中
に
財
団
法
人
ベ
ー
タ
リ
ビ

ン
グ
の
優
良
住
宅
部
品(
BL
部
品)

の
認
定
を

受
け
て
い
る
太
陽
熱
利
用
機
器
を
設
置
し
た
方

▼
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
助
成
対
象
設
備
を
新
規

に
設
置
し
た
方
（
併
用
住
宅
の
一
部
、
共
同
住
宅
は

不
可
）
▼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
こ
に
居
住
し
て

い
る
個
人
▼
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
※
要
綱

（
必
要
の
方
は
窓
口
に
て
配
布
）
に
基
づ
き
助
成

助
成
額　

自
然
循
環
式
太
陽
熱
温
水
器
（
10
基
）

　

１
㎡
当
た
り
６
千
円
で
最
大
３
㎡
ま
で

強
制
循
環
式
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
（
10
基
）

　

１
㎡
当
た
り
１
万
円
で
最
大
６
㎡
ま
で

期
間　

４
月
２
日
(月)
〜
25
年
３
月
15
日
(金)

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問　

生
活
安
全
安
心
課 

環
境
係　

内　

336

狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射
と
登
録

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方

は
、
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
時
は
、
犬
の
体
を
清
潔
に
し
、
病
気
で

あ
る
場
合
や
注
射
で
不
調
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
注
射
の
前
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

費
用 

（
釣
銭
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

は
じ
め
て
登
録
す
る
方　
　
　
　
　

６
千
550
円

登
録
済
み
の
方　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
550
円

鑑
札
を
な
く
し
た
方　
　
　
　
　
　

５
千
150
円

※
犬
を
確
実
に
制
御
で
き
る
方
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、フ
ン
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

会
場
周
辺
の
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

問　

生
活
安
全
安
心
課 

環
境
係　

内　

335

開催日 時　間 場　　　所

4/18( 水 ) 

10:00 ～ 10:05 谷ノ入会館

10:15 ～ 10:35 三吉野会館

10:45 ～ 10:55 志茂町児童館

11:00 ～ 11:10 第７自治会宿上民間遊び場

11:20 ～ 11:50 町民グランド

13:05 ～ 13:20 本宿会館

13:30 ～ 13:55 日の出団地中央公園

4/19( 木 )

10:00 ～ 10:05 報徳会館（慶福寺前）

10:10 ～ 10:15
さかな園第２駐車場

（稲村石バス停）

10:20 ～ 10:30 細尾会館

10:40 ～ 10:55
大久野 (幸神地区 )

屋根付ゲートボール場南側

11:05 ～ 11:25 日の出町公民館前

11:35 ～ 11:45 諏訪下住宅広場

13:05 ～ 13:25
ＪＡあきがわ倉庫

（旧生活センター西側）

13:35 ～ 13:40 玉の内会館

13:50 ～ 13:55 北原会館

14:05 ～ 14:15 水口会館

14:25 ～ 14:30 日の出太陽の家前

4/27( 金 )
10:00 ～ 10:20 日の出町公民館前

10:30 ～ 11:00 町民グランド

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

ゆ
ず
り
ま
す

①
机
と
椅
子　

②
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
バ
ッ
ト　

②
子
供
用
自
転
車
（
16・

20
イ
ン

チ
）
補
助
輪
付
き
（
20
イ
ン
チ
補
助
輪
だ
け
で

も
可
能
）　

③
犬
用
マ
ザ
ー
カ
ー
ト

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
方
法　

　

利
用
し
た
い
方
は
、
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
掲
載
品
は
、
持
ち
主
と
直
接
交
渉
頂
き

ま
す
。
※
品
物
の
や
り
取
り
等
に
関
し
町
は
一

切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

問　

生
活
安
全
安
心
課 

環
境
係　

内　

334

PRコーナー

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

9

こ
の
事
業
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る｢

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成｣

を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た



４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

日の出町内の全小中学校「空間放射線量」測定値
　日の出町では、放射線の影響を受けやすい子ども達が通う、町内の全小中学校
を対象として、空間放射線量の継続的な測定を行っています。 安全安心な

暮らしのために！■空間放射線測定結果　平成24年 3月 22日（木） 発表

測 定 場 所
都の測定器への換算値 町の測定器による測定値
地上１ｍ 地上５㎝ 地上１ｍ 地上５㎝

大久野小学校 0.055 0.072 0.08 0.10
平 井 小 学 校 0.055 0.051 0.08 0.07
本 宿 小 学 校 0.075 0.072 0.11 0.10
大 久野中学校 0.068 0.072 0.10 0.10
平 井 中 学 校 0.062 0.072 0.09 0.10

測定方法
測定機器　シンチレーション式サーベイメータ（小型） 
DoseRAE2 PRM-1200 （測定単位：μSv/h）
単　　位　マイクロシーベルト /時
測定方法　地上 5cmと 1m地点で、｢リア
ルタイム測定モード」で５分間保持。その
後 30秒毎に５回数値を読み取り、その平
均を測定値とする。

■都と町の機器による測定値の違い　　町が使用する測定器は、ガンマ線から個人の外部被ばくを管理する
ための機器で、安全側に評価するよう高めの数値を示します。東京都の測定器と比べると、地上 1ｍで平
均1.46 倍、地上5ｃｍで平均1.38 倍の数値になります。

循環組合の焼却灰の放射性物質測定結果を公表します
　東京たま広域資源循環組合では、日の出町内のエコセメント化施設へ搬入する焼却灰（主灰・飛灰）の放
射性物質の測定を行いました。測定結果はつぎのとおりです。

測　定　箇　所 測　定　項　目
測　　定　　結　　果

今回の数値 前回の数値 単　　位
多摩地域から搬入15清掃センター（数値は最小値～最大値）

主 　 　 灰

放射性セシウム

52～　 205 65～　 186

ベクレル／㎏飛 　 　 灰 280～ 1,290 310～　770

飛 灰 固 化 物 106～ 2,870 133～ 2,890

東京たま広域資源循環組合
エコセメント化施設
乾 燥 機 等 排 ガ ス

放射性セシウム

不検出 不検出
ベクレル／㎥N

焼 成 炉 排 ガ ス 不検出 不検出

金 属 回 収 汚 泥 67 45 ベクレル／㎏

下 水 道 放 流 水 193 231 ベクレル／ L

エコセメント(製品) 不検出 不検出 ベクレル／㎏

二ツ塚処分場
ゲ ー ト 前

空間放射線量

（7日に 1回以上

測定した最大値）

0.11 0.12

マイクロシーベルト／時

管 理 セ ン タ ー 東 0.10 0.10 

第 1‐1区画堤南側外周道路 0.10 0.10 

防 災 調 整 池 近 傍 0.08 0.09 

馬 引 沢 峠 近 傍 0.08 0.09 

■放射性物質測定結果　　平成24年 2月調査（調査日 2月 2日～ 2月 29日）

※放射性セシウム濃度は、セシウム134とセシウム137の合計値です。

シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
処
理
の
明
日
を
考
え
る

　
　

④ 

戸
別
収
集
は
こ
こ
が
変
わ
る

　

今
回
は
、
ご
み
収
集
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
を
具
体
的
に
考
え
ま
す
。

排
出
場
所　

自
宅
敷
地
内
と
道
路(

公
道
な

ど)

と
の
境
界
付
近
に
変
わ
り
ま
す
。（
敷
地

内
に
立
入
ら
ず
に
収
集
で
き
る
場
所
）

排
出
作
業　

排
出
場
所
が
近
く
な
る
こ
と
で
、

足
腰
が
悪
い
方
の
ご
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

管
理
と
保
全　

ご
み
回
収
が
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
ご
家
庭
で
、
野
良
猫
や
野
鳥
な
ど
か
ら
、

出
し
た
ご
み
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

排
出
者
責
任
と
自
覚　

ご
み
を
出
し
た
人
が
特

定
で
き
る
た
め
、
排
出
者
の
分
別
や
排
出
に
対

す
る
責
任
と
自
覚
が
高
ま
り
ま
す
。

不
正
・
不
法
投
棄
防
止　

私
有
地
内
で
排
出
す

る
た
め
、
外
部
か
ら
の
侵
入
者
に
よ
る
不
適
正

な
排
出
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

環
境
美
化
な
ど　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
で

の
、
ご
み
の
散
乱
や
悪
臭
な
ど
が
な
く
な
り
、

町
内
の
環
境
保
全
と
美
化
が
進
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、戸
別
収
集
が
開
始
さ
れ
る
と
、

ご
み
を
排
出
す
る
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
み
に

対
す
る
責
任
や
意
識
が
よ
り
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
日
の
出
町
は
、
戸
別
収
集
に
よ
り
、

ご
み
収
集
運
搬
経
費
は
増
加
し
ま
す
が
、
ご
み

減
量
化
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
と
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ご
み
有
料
化
担
当　

内　

333

10総合文化体育センターならびに野外スポーツ施設の設置推進 !!



４月号
2012（平成24）年

広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

〒190-0192（個別郵便番号）東京都西多摩郡日の出町平井2780  TEL  042（597）0511（代）　FAX  042（597）4369
日の出町ホームページ http://www.town.hinode.tokyo.jp/  メールアドレス info@ town.hinode.tokyo.jp

へ
の
影
響
分
は
、
東
京
都
か
ら
交
付
さ
れ
る
財

政
安
定
化
基
金
交
付
金
と
介
護
給
付
費
準
備

基
金
で
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
基
準
額
の
月
額

４
千
600
円
は
据
え
置
か
れ
ま
す
。　

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

い
き
い
き
健
康
課
介
護
保
険
係　

内　

385

　

24
年
度
か
ら
26
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
日
の
出
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
計
画
期
間
中
の
保
険
料
は
低
所
得
者

へ
の
配
慮
と
所
得
に
応
じ
第
３
段
階
を
細
分
化

し
た
事
に
加
え
、
第
４
期
の
計
画
で
設
け
た
特

例
第
４
段
階
も
引
き
続
き
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
の
増
加
に
よ
る
保
険
料

対
象　

納
税
者
本
人
（
共
有
者
含
）、
そ
の
他
当

該
納
税
者
の
代
理
人
（
委
任
状
持
参
者
）
な
ど

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧　
　
　
　
　
　
　

　

納
税
義
務
者
の
方
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う

ち
、
自
己
資
産
の
記
載
部
分
の
み
閲
覧
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
借
地
、
借
家
人
の
方
は
そ
の
借
地
、

借
家
部
分
の
み(

税
額
等
は
除
く)

閲
覧
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
２
日
(月)
〜
平
成
25
年
３
月
29
日
(金)

※
土
日･

祝
日･

年
末
年
始
を
除
く

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

税
務
課　
　

対
象　

納
税
義
務
者
本
人

(
共
有
者
含
）、
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
他
当
該

納
税
義
務
者
の
代
理
人(

委
任
状
持
参
者
）
な
ど

※
縦
覧
や
閲
覧
の
際
、
本
人
確
認
の
た
め
納
税

通
知
書
や
課
税
明
細
書
、
運
転
免
許
証
等
の
身

分
証
明
書
を
、
ま
た
代
理
人
の
方
は
、
委
任
状

（
法
人
の
場
合
社
員
証
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

借
地
、
借
家
人
の
方
は
賃
貸
借
契
約
書
、
地
代
、

家
賃
の
領
収
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
明
細
書
・
納
税
通
知
書
の
送
付

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
課
税
明
細
書
は
納
税
通

知
書
と
一
つ
に
ま
と
め
て
５
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
新
様
式
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

納
付
の
際
に
は
、
課
税
内
容
や
納
期
な
ど
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
壊
し
家
屋
の
届
出　
　
　
　
　
　
　
　

　

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
、
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
、法
務
局
（
登
記
所
）

に
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
未
登
記

の
家
屋
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係　

内　

265

圏
央
道
高
尾
山
IC
が
開
通
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
(日)
、
国
道
468
号
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道(
圏
央
道)

の
高
尾
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

開
通
区
間
は
、
八
王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と

高
尾
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
２
㎞
で
す
。

問 

相
武
国
道
事
務
所 

☎
０
４
２(
643)
２
０
１
０

問　

企
画
財
政
課 

財
政
係　

内　

314

固
定
資
産
情
報
の
縦
覧
等

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧　
　
　

　

納
税
者
の
方
が
自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
確
認
の
た
め
、
周
辺
の
土
地
・
家
屋(

所

有
者
名
、税
額
等
は
除
く)

の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
２
日
(月) 

〜 

５
月
31
日
(木) 

※
土

日
・
祝
日
を
除
く　
　

時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時　
　

場
所　

税
務
課

小中学生を対象とした文化・

体育・スポーツ振興として

　●１００，０００円

　● テント … 一張

青梅信用金庫　様

日
の
出
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

所得段階 対　　　　　象 保険料
割　合 保険料額

第１段階 生活保護受給者の方／老齢福祉年金受給者で、
世帯全員が非課税の方 0.40 22,080円

第２段階
世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円以
下の方

0.45 24,840円

（新）特例

第 ３ 段 階

世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円
以下の方

0.65 35,880円

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円
超えている方

0.70 38,640円

特 例

第４段階

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、
本人は市町村民税非課税で、かつ本人の前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80万
円以下の方

0.85 46,920円

第４段階

基 準 額

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、
本人は市町村民税非課税で、かつ本人の前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80万
円超えている方

1.00 55,200円

第５段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
125万円未満の方 1.15 63,480円

第６段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
が125万円以上～200万円未満の方 1.25 69,000円

第７段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
が200万円以上～300万円未満の方 1.45 80,040円

第８段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
が300万円以上～400万円未満の方 1.50 82,800円

第９段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
が400万円以上～600万円未満の方 1.60 88,320円

第 10 段 階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が600万円以上の方 1.80 99,360円

1号被保険者（65歳以上の方）の所得段階別介護保険料

｛

税

金

ご　

寄　

附

11



４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

子
汁
の
販
売
、
模
擬
店
出
店
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
３
日
(木) 

午
前
10
時
〜

場
所　

ひ
の
で
肝
要
の
里

竹
の
子
狩
り

　

道
具
を
貸
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
手
軽
に
竹

の
子
狩
り
体
験
が
出
来
ま
す
。
※
要
予
約

期
間　

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

料
金　

入
園
無
料
、
竹
の
子
１
キ
ロ
400
円

問　

日
の
出
町
観
光
協
会 

事
務
局

　
　

☎　

０
４
２(

588)

５
８
８
３

こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問　

町
民
課 

保
険
年
金
係　

内　

284 

・

青
梅
年
金
事
務
所 

☎
０
４
２
８(

30)

３
４
１
０

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
の
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学(

大
学
院)

、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校･

各
種
学
校(

修
業
年

限
１
年
以
上
の
課
程)

、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。
ま
た
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま

す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
対
象
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
〜
翌
年

３
月
で
す
が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
４
月
初
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
の
場
合

は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る｢

若
年
者
納
付
猶
予
制
度｣
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
参
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就

職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た

め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

　
　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
適
用
範
囲
拡
大

　

４
月
か
ら
、
外
来
に
よ
る
高
額
診
療
を
受
け

る
場
合
も
、
事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
医

療
機
関
で
提
示
す
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額
分

の
窓
口
負
担
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
入
院
時
に
の
み
使
用
で
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
外
来
に
よ
る
高
額
診
療
に

も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
経
済
的
な
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

日
の
出
町
の
国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

役
場
窓
口
で
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
加

入
者
さ
れ
て
い
る
方
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
組
合
な
ど
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
使

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
い
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
高
額
療
養
費
と
し
て
お
返
し
す
る

事
に
な
り
ま
す
。

問　

町
民
課 

保
険
年
金
係　

内　

284

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係　

 

内　

288

学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民

日
の
出
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
生
物
観
察
会

　

日
の
出
町
の
自
然
に
親
し
ん
で
み
た
い
。
生

き
物
を
観
察
し
て
み
た
い
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
ク
ラ

ブ
で
は
、
毎
月
様
々
な
観
察
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
井
川
の
野
鳥
観
察
会

日
時　

４
月
22
日 

(日)

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午 

※
雨
天
中
止

集
合　

役
場
南
側
の
森
林
組
合
裏
、
平
井
川
の

桜
並
木
付
近
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

観
察
場
所　

塩
田
〜
千
石
橋
付
近(

解
散)　

費
用　

100
円　
　

持
ち
物　

飲
み
物
、
双
眼
鏡

な
ど
※
小
学
生
は
４
年
生
以
上
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問　

森
谷
栄
介 

☎ 

０
４
２(

597)

４
０
９
８

お
急
ぎ
の
場
合 

☎ 

090(

４
６
２
４)

８
４
７
０

日
の
出
町
観
光
協
会
よ
り

第
16
回 

竹
の
子
ま
つ
り

　

今
年
も
竹
の
子
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
朝

掘
り
竹
の
子
の
販
売
や
、
焼
き
竹
の
子
・
竹
の

幸
神
リ
サ
イ
ク
ル
市
開
催

日
時　

４
月
22
日
(日) 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

幸
神
会
館(

大
久
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣)

問　

ク
リ
ー
ン
幸
神 (

代
表)  

𡈽 

井 

久 

子

　
　

☎　

０
４
２(

597)

４
８
３
２

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

氏　名 連　絡　先

松 澤 正 治 042(597)0850

清 水 幸 雄 042(597)1304

越 沼 啓 次 042(597)0911

小 山　 功

042(597)1209
自宅

042(597)6424
農園

橋 本 栄 一 042(597)3478

橋本清一郎 090(1456)2419

講
座
・
教
室

催

し

保
険
・
年
金

12「ひのでごみ００（ゼロゼロ）大作戦21」の推進で、エコロジカルな町づくり!!
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飲
物　
　

申
込　

直
接
・
電
話
▼
４
月
５
日
(木) 

〜
先
着
順(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係  

内  

545

①
塩
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

日
時　

４
月
14
日
(土) 

午
前
９
時
〜
11
時

②
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

日
時　

４
月
21
日
(土) 

午
前
９
時
〜
11
時

対
象　

小
・
中
学
生　
　

費
用　

無
料

持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴
・
汗
拭
き

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
帽
子
な
ど 

問　

体
育
協
会　

内　

546

セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
税
務
課
長 

宮
岡　

進
（
子

育
て
福
祉
課
長
）
／
町
民
課
長 

濵
中　

修
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
子
育
て
福
祉
課
長 

森
田　

泉
（
税
務
課
長
）
／
い
き
い
き
健
康
課

長 

清
水
和
明
（
町
民
課
長
）
／
ま
ち
づ
く
り
課

長 

西　

一
成
（
観
光
振
興
計
画
担
当
課
長
兼
平

井･

川
北
担
当
課
長
）
／
産
業
観
光
課
長 

橋
本

和
弘
（
日
の
出
町
サ
ー
ビ
ス
総
合
セ
ン
タ
ー
総

務
課
長
）
／
会
計
課
長 

岸
野
資
郎
（
日
の
出
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
／
教
育
特
命
担

当
課
長
兼
図
書
館
長 

小
林
道
弘
（
学
校
教
育
課

長
）
／
学
校
教
育
課
長 

清
水
昌
彦
（
生
活
安
全

安
心
課
長
）
／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

清
水

　

武
（
会
計
課
長
）
／
日
の
出
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長 

星
野
義
信
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

／
日
の
出
町
サ
ー
ビ
ス
総
合
セ
ン
タ
ー
総
務
課

長 

青
木
勝
美
（
い
き
い
き
健
康
課
長
補
佐
）
／

秋
川
流
域
斎
場
組
合
事
務
局
長 

青
木
勝
之
（
学

校
教
育
課
長
補
佐
）

退　

職　

※
（　

）
内
は
旧
所
属

川
久
保
敦
史
（
総
務
担
当
参
事
）

森
田
嘉
和
（
教
育
担
当
参
事
）

木
住
野
正
治
（
い
き
い
き
健
康
課
長
）

山
田
時
夫
（
産
業
観
光
課
長
）

須
﨑
晴
雄
（
秋
川
流
域
斎
場
組
合
事
務
局
長
）

瀬
戸
安
市
（
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
担
当
主
幹
）

青
木
千
尋
（
税
務
課
）

問　

総
務
課 

職
員
係　

内　

303

　

平
成
23
年
４
月
〜
24
年
３
月
分
の
請
求
の
受

付
期
限
は
、
４
月
27
日
(金)
で
す
。
期
限
後
は
、

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
等
の
支
給　
　
　
　
　

　

４
月
は
心
身
障
害
者
福
祉
手
当(

都･

町
制

度)･

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
交
通
費
助
成･

特

殊
疾
病
福
祉
手
当
の
支
給
月
で
す
。

４
月
16
日
(月)
に
指
定
口
座
へ
振
込
予
定
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
等

の
４
月
か
ら
の
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

１
級　

５
万
550
円
↓
５
万
400
円

　

２
級　

３
万
３
千
670
円
↓
３
万
３
千
570
円

特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　

２
万
６
千
340
円
↓
２
万
６
千
260
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　

１
万
４
千
330
円
↓
１
万
４
千
280
円

福
祉
手
当(

経
過
措
置
分)

　
　
　
　

１
万
４
千
330
円
↓
１
万
４
千
280
円

問　

子
育
て
福
祉
課 

地
域
支
援
係　

内　

293

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
（
ハ
タ
ヨ
ガ
）
教
室

『
ハ
タ
ヨ
ガ
』
と
は
？

　

肉
体
的
な
『
姿
勢
と
呼
吸
法
』
を
中
心
と
し

た
ヨ
ガ
の
元
祖
と
言
わ
れ
、「
ハ
タ
」
は
太
陽
と

月
／
陽
と
陰
／
精
神
性
と
解
釈
さ
れ
、
陽
と
陰
が

織
り
成
す｢

身
体
の
パ
ワ
ー
」
を
意
味
す
る
こ
と

か
ら
「
力
強
い
ヨ
ガ
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
え
性
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
、
開
放
感
に

満
ち
、
心
身
共
に
ス
ッ
キ
リ
す
る
感
じ
を
、
ぜ

ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
か
ら
だ
の
硬
い

方
で
も
安
心
し
て
体
感
で
き
ま
す
。

■
未
就
学
児
を
お
持
ち
の
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ス[

全
４
回]

期
日　

５
月
７･

14･

21･

28
日(

各
月
曜)

※
お
子
様
同
伴
可
能　

■
一
般
ク
ラ
ス[

全
４
回]

期
日　

５
月
10･

17･

24･

31
日(

各
木
曜)

各
ク
ラ
ス
共
通  

時
間 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ひ
の
で
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

対
象　

町
内
在
住･

在
勤
の
方　

定
員　

先
着

各
25
人　

費
用　

各
ク
ラ
ス
１
千
160
円
（
全
４

回
の
講
師
料
・
保
険
代
）
持
ち
物　

タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
異
動
（
管
理
職
）

参
事
職　

※
（　

）
内
は
旧
所
属

企
画
総
務
担
当
参
事
【
総
務
課
長
事
務
取
扱
】

木
﨑
孝
二
（
企
画
調
整
担
当
参
事
）

課
長
職　

※
（　

）
内
は
旧
所
属

企
画
財
政
課
長
【
副
町
長
事
務
取
扱
】
／
財
政

担
当
課
長 

三
澤
良
勝
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）

／
生
活
安
全
安
心
課
長 

川
島
敏
彦
（
ご
み
有
料

化
担
当
課
長
）
／
ご
み
有
料
化
担
当
課
長 

小
森

公
夫
（
平
井
・
生
涯
青
春
ふ
れ
あ
い
総
合
福
祉

子
育
て
福
祉
課
よ
り
各
福
祉
制
度
の
お
知
ら
せ

23
年
度
分
日
の
出
町
障
害
者
交
通
費
助
成
金
の
請
求
締
切

自
動
販
売
機
設
置
事
業
者
募
集

募
集
物
件　

所
在
地　

平
井
４
１
１
８
番
地

設
置
場
所　

平
井･

生
涯
青
春
ふ
れ
あ
い
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
動
販
売
機
の
種
類･

台
数　

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
併
用
タ
イ
プ(

温･

冷
併
用
型)　

１
台

最
低
使
用
料
率　

10
％

募
集
要
領
の
配
布　

 

４
月
２
日 

(月) 

〜 

13
日 

(金)

入
札
申
込　

４
月
９
日 

(月) 

〜
13 

日 

(金)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
・
祝
日

除
く　
　

場
所　

企
画
財
政
課 

管
財
係

入
札
・
開
札
手
続
き
等　

４
月
18
日 

(水)

落
札
者
の
決
定　

最
低
使
用
料
率
以
上
で
、
最

高
使
用
料
率
に
よ
り
入
札
さ
れ
た
方
と
し
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課 

管
財
係　

内　

315

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
販
売

対
象　

都
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
満
70
歳

以
上
の
方
（
寝
た
き
り
の
方
を
除
く
）。

申
込　

満
70
歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
申
込
め

ま
す
。専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
詳
細
を
確
認
の
う
え
、

西
東
京
バ
ス
五
日
市
営
業
所
ま
で
。

有
効
期
間　

発
行
日
〜
平
成
24
年
９
月
30
日

問　

東
京
バ
ス
協
会
専
用
電
話

　
　

☎　

03(

５
３
０
８)

６
９
５
０

募

集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
異
動
（
管
理
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
異
動
（
管
理
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
異
動
（
管
理
職
）

人

事

福
祉 
と 

け
ん
こ
う

13



４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌 

予
防
ワ
ク
チ
ン

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の
公
費
助
成

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
集
団
接
種
ま
た
は
、
町
の

指
定
医
療
機
関
で
の
接
種
を
対
象
に
、
全
額
公

費
助
成
を
行
い
ま
す
。
※
町
指
定
医
療
機
関
以

外
で
接
種
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
乳
幼
児
が
か
か
る
と
重

症
化
、
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
あ
る

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
を
十
分
に

理
解
し
接
種
す
る
任
意
予
防
接
種
で
す
。
※
保

護
者
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

費
用　

全
額
町
負
担
（
２
次
検
診
は
有
料
）

※
申
込
み
用
紙
に
は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

年
齢
・
自
治
会
・
電
話
番
号
を
記
入
し
ま
す
。

※
受
診
機
会
の
あ
る
方
、
病
気
で
治
療
中
の
方

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー(

健
康
推
進
係)  

内  

501

元
に
あ
る
受
診
票
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
の
で
都
内
委
託
医
療
機
関
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
手
元
に
な
い
場
合
は
再
交
付
し
ま

す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
妊
婦
健
康
診
査
は
「
里
帰
り

出
産
」「
助
産
所
」
で
の
健
診
も
、
限
度
額
ま

で
領
収
書
に
よ
る
償
還
払
い
が
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー(

健
康
推
進
係)  

内  

501

　
　

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

西
東
京
バ
ス
五
日
市
営
業
所

　
　

☎　

０
４
２(

596)

１
６
１
１

手
で
食
べ
ら
れ
る
お
や
つ
づ
く
り

　

小
さ
い
う
ち
は
、
手
づ
か
み
で
食
べ
る
の
が

大
事
と
い
う
け
れ
ど
…
な
ぜ
大
事
な
の
か
を
考

え
、
手
で
食
べ
ら
れ
る
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
を
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
24
日
(火) 

午
前
９
時
45
分
〜
11
時

30
分　
　

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

対
象　

６
ヵ
月
〜
２
歳
児
の
親
子

定
員　

先
着
15
組(

無
料)

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具　
　

申
込　

直
接
・

電
話
▼
４
月
３
日 

(火) 

〜
17
日 

(火)

問　

保
健
セ
ン
タ
ー(

健
康
推
進
係)  

内  

504

生
活
習
慣
病
予
防 

栄
養
教
室

『
糖
尿
病
予
防
の
食
事
は
、
家
族
み
ん
な
の
健
康
食
』

　

が
ま
ん
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
満
足
感
た
っ
ぷ

り
、
し
か
も
美
味
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
食
事
ポ
イ

ン
ト
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

日
時 

４
月
27
日 

(金) 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

対
象　

40
歳
以
上

定
員　

先
着
20
人(

無
料)　
　

持
ち
物　

エ

プ
ロ
ン
、
三
角
布
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

直
接
・
電
話
▼
４
月
２
日
(月)
か
ら
受
付
し
ま
す
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー(

健
康
推
進
係) 

内 

505

秋
川
流
域
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
見
逃
せ
な
い
高
齢
期
生
活
習
慣
病
！

　

糖
尿
病
と
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
〜

日
時　

４
月
７
日
(土) 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分　
　

場
所　

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

①
糖
尿
病
対
策
〜
暮
ら
し
の
中
で
の
予
防
法

と
新
し
い
治
療
〜　

高
村
宏
先
生(

高
村
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長)　

司
会　

西
成
田
進
先
生(

公

立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長)

②
認
知
症
と
上
手
く
付
き
合
う
〜
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
早
期
発
見
と
最
新
治
療
〜　

渡
邊
登

先
生(

駿
河
台
日
本
大
学
病
院
精
神
神
経
科
部

長)　

司
会　

荒
川
泰
行
先
生(

公
立
阿
伎
留

医
療
セ
ン
タ
ー
院
長)

③
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
の
も
の
忘
れ
外
来
の

現
状　

伊
藤
宣
行
先
生(

公
立
阿
伎
留
医
療
セ

ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
部
長)　

司
会　

小
机
敏

昭
先
生(

小
机
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長)

共
催　

あ
き
る
野
医
師
会
・
公
立
阿
伎
留
医
療

セ
ン
タ
ー
・
小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社

問　

小
机
ク
リ
ニ
ッ
ク　

〒
190
ー
０
１
６
５ 

あ
き
る
野
市
１
６
０ 

FAX 

０
４
２(

595)
５
３
５
０

妊
婦
超
音
波
検
査
受
診
票(

定
額
助
成
券)

年
齢
要
件
が
撤
廃
さ
れ
ま
す

　

出
産
日
現
在
35
歳
以
上
の
妊
婦
を
対
象
に
、

妊
娠
中
に
１
回(

限
度
額
ま
で
の
助
成
）
実
施

の
超
音
波
検
査
が
、
４
月
１
日
以
降
の
受
診
か

ら
は
年
齢
要
件
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
既
に
お
手

長
寿
化
対
策
人
間
ド
ッ
ク

対
象　

今
年
度
75
歳(

昭
和
12
年
４
月
１
日
〜

昭
和
13
年
３
月
31
日
生
ま
れ)

に
な
ら
れ
、
町

内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
。

た
だ
し
施
設
入
所
者
は
除
く

申
込　

身
分
証
明
書(

健
康
保
険
証
な
ど)

と

印
鑑
を
持
参
し
25
年
２
月
28
日 

(木)
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
申
込
。
保
健
セ
ン
タ
ー
が
後
日

送
付
す
る
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
を
受
け
取
り
、

受
診
者
自
ら
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を
入
れ
受

診
。
※
土
日
・
祝
日
は
除
く

検
診
内
容　

問
診
・
内
科
診
察
・
身
体
計
測
・

血
圧
・
視
力
・
眼
底
・
眼
圧
・
聴
力
・
肺
機
能

検
査
・
心
電
図
検
査
・
胸
部
Ｘ
腺
検
査
・
消
化

器
Ｘ
腺
検
査
・
尿
検
査
・
貧
血
検
査
・
血
液
生

化
学
検
査
・
免
疫
学
的
検
査
・
前
立
腺
検
査
（
男

性
）・
腹
部
超
音
波
検
査
・
大
腸
検
査
・
乳
が

ん
検
査
（
女
性
）・
子
宮
が
ん
検
査
（
女
性
）

指
定
医
療
機
関　

公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー

及
び
日
の
出
ヶ
丘
病
院

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
接
種
費
用
の
一
部
１

回
当
た
り
４
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
領

収
書
と
接
種
済
み
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し

申
請
。
助
成
は
口
座
振
替
で
行
い
ま
す

持
ち
物　

金
融
機
関
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
推
進
係
）  

内  

501

14がんばれひので！「３万人の自立都市・単独日の出市の大理想郷」!!
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接種開始月齢 接種回数 接　種　間　隔

生後２ヵ月～

　　７ヵ月未満

初回3回
４～８週間間隔を
あけて初回接種。
初回免疫終了後、
おおむね1年後に
追加接種。

追加1回

生後７ヵ月～

　１２ヵ月未満

初回2回

追加1回

生後1歳～

　　5歳未満
通常1回 ー

接 種 開 始 月 齢 接種回数 接　種　間　隔

生 後 ２ ヵ 月 ～ ７ ヵ 月 未 満
初回3回 27日以上をあけて3回接種
追加1回 3回目接種から60日以上の間隔をあけて、生後12ヵ月～ 15ヵ月の間で1回接種

生後７ヵ月～１２ヵ月未満
初回2回 27日間以上の間隔で2回接種
追加1回 2回目の接種後、60日以上の間隔をあけて、生後12ヵ月を越えてから1回接種

生 後 1 歳 ～ 2 歳 未 満 初回2回 60日間以上の間隔をあけて2回接種
生 後 2 歳 ～ 5 歳 未 満 通常1回 ー

■ヒブワクチン

■小児用肺炎球菌ワクチン

■ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種 あきる野市指定医療機関
医 療 機 関 名 住　所（あきる野市） 電 話 番 号

秋 川 診 療 所 ( 肺 炎 球 菌 の み ） 小中野45 042(596)2106
公 立 阿 伎 留 医 療 セ ン タ ー 引田78-1 042(558)0321
上 代 継 診 療 所 上代継84-6 042(559)2241
小 机 ク リ ニ ッ ク 小中野160 042(596)3908
こばやし内科小児科クリニック 草花1439-9 042(518)2088
櫻 井 病 院 原小宮一丁目14-11 042(558)7007
さ く ら ク リ ニ ッ ク 野辺1003 042(559)0118
鈴 木 内 科 舘谷156-2 042(596)2307
瀬 戸 岡 医 院 二宮1240 042(558)3930
ななスキンケア皮膚科クリニック ( ３歳～ ) 秋川 2-18-18 オーエスビル2Ｆ     042(550)7770
葉 山 医 院 引田552 042(558)0543
星 野 小 児 科 内 科 ク リ ニ ッ ク 小川東1-19-20 042(559)7332
ゆ き 皮 膚 科 ク リ ニ ッ ク 油平57-4 042(532)7020
横 田 小 児 科 医 院 雨間233-19 042(559)2655
渡 辺 レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク 油平11-1 042(558)2288

期
間　

４
月
１
日
〜
25
年
３
月
31
日

集
団
接
種　

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
回
目
30
人
、
２
回
目
以
降
20
人

申
込　

予
約
制(
先
着
順)

接
種
日(

予
約
開
始
日)　

①
５
月
14
日(

４

月
２
日) 

②
６
月
25
日(
５
月
１
日) 

③
９
月

10
日(

８
月
１
日) 

④
10
月
30
日(
９
月
３
日) 

⑤
12
月
10
日(

11
月
１
日) 

⑥
25
年
１
月
21
日

(

12
月
３
日) 

⑦
25
年
３
月
４
日(

２
月
１
日) 

※
接
種
時
間
は
午
後
１
時
15
分
〜　

個
別
接
種　

場
所　

あ
き
る
野
市
指
定
医
療
機

関　
　

申
込　

電
話
等
に
よ
る
予
約
制
▼
予
約

後
、
保
健
セ
ン
タ
ー(

母
子
手
帳
持
参)

で
予

診
票
を
受
取
り
指
定
医
療
機
関
で
接
種

問　

保
健
セ
ン
タ
ー(

健
康
推
進
係)　

内　

501

乳がん・子宮がん検診日程表

場　　　所 実　　　　　施　　　　　日 時　間

①公立阿伎留医療センター
5/15( 火 ) 5/22( 火 ) 5/29( 火 ) 6/5( 火 ) 6/12( 火 )

午後
6/19( 火 ) 6/26( 火 ) 7/  3( 火 ) 7/10( 火 ) 7/17( 火 )

② 日 の 出 ヶ 丘 病 院
6/  6( 水 ) 6/  7( 木 ) 6/13( 水 ) 6/14( 木 ) 6/20( 水 )

午後
6/21( 木 ) 6/27( 水 ) 6/28( 木 ) 7/  4( 水 ) 7/  5( 木 ) 

③東京都がん検診センター
府中市武蔵台2-9-2　JR 西国分寺駅から徒歩約15分

6/  1( 金） 6/18( 月 ) 6/20( 水 ) 6/26( 火 ) 6/28( 木 ) 
午前

7/  5( 木 ) 7/  9( 月 ) 7/10( 火 ) 7/13( 金 ) 7/18( 水 )
※日の出ヶ丘病院では、10月～翌年 2月までの 5ヵ月間、同様の乳がん ･子宮がん検診を予定しています。詳しくは、広報日の出 9月号でお知らせします。
検診名 乳 が ん 子 宮 が ん

対象と内容
40歳以上 ▼問診,視診,触診,マンモグラフィー(乳房X線撮影) 20歳以上 ▼問診,視診,細胞診(該当者のみ内診･子宮内膜細胞診)

町内在住の女性。平成 24年 4月 1日現在の年齢が偶数年齢か昨年度未受診で、各検診ごとの要件を満たす方。
※ 40歳以上の方はセット受診が可能　※他で受診機会のある方、治療中・妊娠中の方は不可。

申　込

直接　4/16( 月 ) ～ 17( 火 )8:30 ～ 12:00,13:00 ～ 17:00 ▼保健センターまで

電話　4/18( 水 ) ～ 20( 金 )8:30 ～ 17:00 ▼ 4/25( 水 ) 締切。保健センターで申込書を記入。
※検診日指定は申込順。定員超の場合は希望検診日に受診できない場合があります。
※原則、希望者本人が申込。期限内に申込できない場合は、家族に限り代理申込可。
　代理人は、希望日の把握 ･住所 ･氏名 ･生年月日 ･年齢 ･自治会 ･電話番号が記入できる方に限ります。

　乳がんにかかりやすい年代は40歳後半～ 50歳代、子宮がんでは30
～ 40歳代と 60歳代後半以降とされています。該当される方は、特に
受診されることをお勧めします。　※一次検診のみ無料
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４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

平成24年度いきいき健康課《保健センター》実施・年間健診（検診）予定
健（検）診名 実  施  日 対　　　象 方法 場　所 申　　　込

長 寿 化 対 策
日帰り人間ドック 4月～翌年3月 今年度75歳になる町内に

3年以上住所を有する方 個別 指定医療機関 4/2 ～翌年 2月末までに保健セ
ンタ－で申込

乳 が ん 検 診 5月～ 7月の
各医療機関指定日

40歳以上で偶数年齢女性
個別 指定医療機関 4/16・17 に保健センタ－で直

接申込、18日から電話申込も可子 宮 が ん 検 診 20歳以上で偶数年齢女性

歯 周 疾 患 検 診 9月～ 11月 40 歳、50 歳、60 歳、70
歳の方 個別 指定医療機関 8月中旬以降保健センタ－へ直

接申込（定員になり次第終了）

骨粗しょう症検診 8/3～ 7※土日含む 40歳～ 70歳までの女性
集団 保健センター

7/9 に保健センタ－で直接申
込。10日から電話申込も可。

胃がん肺がん検診 9/8～12※土日含む 40歳以上 8/1 ～ 2日に保健センタ－で直
接申込、3,6,7 日は電話申込

※費用は町が全額負担します。
※対象年齢は平成25年 3月 31日現在の年齢。乳がん・子宮がん検診は平成24年 4月 1日現在の年齢。
※この健診（検診）は、職場等で受診機会のない全ての健康保険加入者が受診可能です。尚、若年及び無保険者（生
活保護者）の健康診査と大腸・前立腺がん・肝炎ウイルス検診については５月広報、その他上記各健診（検診）の詳
細はその都度広報誌でお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　問　いきいき健康課　健康推進係　内　501・502

～ みなさんの健康増進・体力づくりを目的とした事業の予定表です。詳細は毎月の広報誌でお知らせします ～
事　業　名 場　　所 事業主管 事　業　名 場　　所 事業主管

４
月 町民ウォーキング 西武立川～小金井公園 文化スポーツ課 10

月
町民ハイキング

綱引き・ゲートボール大会
未定

谷戸沢グランド 文化スポーツ課

５
月

ヨガ教室
ゲートボール大会

グリーンプラザ
町民グランド

文化スポーツ課
社会福祉協議会

11
月

テニス講習会
グランドゴルフ大会

スポーツパーク
町民グランド

文化スポーツ課
社会福祉協議会

６
月
ナイトウォーキング
ペタンク講習会

公民館～さかな園
小学校体育館

文化スポーツ課
いきいき健康課

※スポーツ推進委員会と共同開催

12
月 スクエア・ステップ講習会 保健センター いきいき健康課

※スポーツ推進委員会と共同開催

７
月 ミニテニス講習会 小学校体育館 文化スポーツ課 １

月 スケート教室 富士急ハイランド 文化スポーツ課

８
月 リンパマッサージ グリーンプラザ 文化スポーツ課 ２

月 スクエア・ステップ講習会 保健センター いきいき健康課
※スポーツ推進委員会と共同開催

９
月

ドッチビー
ペタンク講習会

小学校体育館
文化スポーツ課
いきいき健康課

※スポーツ推進委員会と共同開催

３
月 スキー教室 未定 文化スポーツ課

■長寿者支援対策（高齢者を対象とした健康教育事業です）

事　業　名 開　催　日 時　　間 会　　　場 内 容 な ど

てんこつ予防教室 毎週月・水・木曜日 13:30 ～ 14:30 大久野健康いきいきセンター 転倒骨折を防ぐ、筋力アップを目
指し、運動で足腰を強化します。

介 護 予 防 教 室 毎月第１・３火曜日  9:30 ～ 11:30 平井ふれあい総合福祉センター 高齢者向けの健康学習、ストレッチ体
操、歌、お手玉遊びなどを使い介護予防。

い き い き
長 寿 サ ロ ン

（ 学 習 編 ）

毎月・第１水曜日 10:00 ～ 11:30 平井ふれあい総合福祉センター 高齢者向けの健康学習、健康
相談、ストレッチ体操
※運動できる服装でタオルや
　飲み物を持参のうえお越し
　ください。
問　保健センター

毎月・第３月曜日 10:00 ～ 11:30 大久野健康いきいきセンター

毎月・第4木曜日 13:30 ～ 15:30 大久野老人福祉センター

毎月・第４火曜日 13:30 ～ 15:30 本宿老人福祉センター

い き い き
長 寿 サ ロ ン

（体操・食物編）

毎月・第１木曜日 10:00 ～ 11:30 本宿老人福祉センター
体操編：高齢者対象。ﾘｽﾞﾑ体操、
ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝなどを取り入れて高
齢者向けの運動を行います。
※運動できる服装でタオルや飲み
物を持参のうえお越しください。

毎月・第２月曜日 10:00 ～ 11:30 大久野健康いきいきセンター

毎月・第３火曜日 10:00 ～ 11:30 大久野老人福祉センター 食物編：高齢者の健康保持増進
のために栄養や食物のお話と、
食事などのお悩みを個別相談し
ます。簡単なメニューを作成し
てバランスのよい食生活を応援
します。

偶数月・第３木曜日（体操） 10:00 ～ 11:30 平井ふれあい総合福祉センター

奇数月・第４木曜日（栄養） 10:00 ～ 11:30 平井ふれあい総合福祉センター

水 中 歩 行 教 室 毎週水曜日 14:00 ～ 15:30 平井ふれあい総合福祉センター
歩行用プールを使いアクアウォー
キングなどで高齢者向けの水中運
動を行います。

～ みなさんの健康増進・体力づくりを目的とした事業の予定表です。詳細は毎月の広報誌でお知らせします ～～ みなさんの健康増進・体力づくりを目的とした事業の予定表です。詳細は毎月の広報誌でお知らせします ～

健 康 増 進 カ レ ン ダ ー

16みんなで守る！  ひのでA（安全）・A（安心）大作戦の展開！！



４月号
2012（平成24）年

広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

〒190-0192（個別郵便番号）東京都西多摩郡日の出町平井2780  TEL  042（597）0511（代）　FAX  042（597）4369
日の出町ホームページ http://www.town.hinode.tokyo.jp/  メールアドレス info@ town.hinode.tokyo.jp

事　業　名 開　催　日 時　　間 会　場 内　容　な　ど

健康 /栄養相談日 毎月・第1金曜日 13:30 ～ 15:30 保健センター
健康や食事などの問題に保健師・管理
栄養士が直接相談に応じます。

健 康 教 育

（学習・体操など）

毎月・第２木曜日 13:30 ～ 15:00 保健センター 健康学習、健康相談、ストレッチ体操
※運動できる服装でタオルや飲み物
　を持参のうえお越しください。毎月・第3金曜日 10:00 ～ 11:30 保健センター

リフレッシュ体操 毎月・第4木曜日 10:00 ～ 11:30 保健センター
健康学習、ﾘｽﾞﾑ体操、リラクゼーション
※運動できる服装でタオルや飲み物を
持参のうえお越しください。

■健康増進事業（一般町民を対象とした健康教育事業です）

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康

事 業 名 日 　時　　（受付時間） 場 所 　　　　　　　　　　　内　容　な　ど

乳幼児健康診査 問　保健センター　内　501
1歳 6ヵ月児健康診査 4/13（金）13:00～13:15

保　健
センター

対象　平成22年 8月～年 9月生
5歳児歯科健康診査
（歯科健診と予防処置）4/19（木）  9:00～10:00 対象　平成18年 4月～ 7月生まれ

６・９ヵ月児
健康診査 4/27（金）13:30～14:00 対象　6ヵ月児：平成23年9月23日～10月26日生・9ヵ月児：

23年6月23日～7月26日生  ※都内指定医療機関での個別受診可。

妊婦歯科健診 5/10（木）10:30～11:00 持ち物  母子手帳。　　申込  予約制　※妊娠中に１回受診できます。

乳幼児歯科相談 ① 4/ 5（木）
② 5/10（木）

9:00 ～ 10:15 健診のみ　対象  概ね 1～ 6歳未満　　申込  電話予約制
健診･予防処置(希望者)  対象 ①20・22年の 4月生  ② 20・22年の 5月生

母子相談事業
（未就学児対象）4/27（金）15:00～16:30

乳幼児の身長・体重測定・保健師相談
時間内に直接保健センターまでお越しください。

離乳食教室
3～6ヵ月程度 4/10（火）9:45 ～ 11:30 調理実習 (野菜スープの作り方等 ) と試食（要予約10組。4日前迄に保

健センターへ）　持ち物　エプロン・おぶいヒモ・おむつやミルク等

健 

康 

全 

般

健康全般に関する学習 ･体操など 問　保健センター　内　501
健康・栄養
相談日

4/  6（金）
5/10（木）

13:30～15:00

保　健
センター

身体の健康保持増進や食事等の栄養問題でお悩みの方を対象に保健
師・管理栄養士が直接相談に応じます。個別面談で、個々の生活習慣・
食生活改善を図ります。対象 5 名程度　申込 予約制 当日正午締切

健康についての
学習・体操

4/12（木）13:30～15:00 保健師による健康学習、健康相談、助言、ストレッチ体操
※運動できる服装でタオルや飲み物を持参のうえお越しください。4/20（金）10:00～11:30

4/26（木）  9:00～11:30 健康学習、リズム体操、エアロビクス、リラクゼーション。講師 敕
使河原先生 ※動きやすい服装でタオルや飲み物を持参のうえお越しください。

長　

寿　

者　

支　

援

長寿者支援対策（高齢者のための健康教育） 問　保健センター　内　501

いきいき
長寿サロン
( 教育編 )

4/  4（水）10:00～11:30 平 井
保健師による 高齢者向けの健康学習、健康相談、助言、
ストレッチ体操
※運動できる服装で、タオルや飲み物を持参のうえ
　お越しください。

4/16（月）10:00～11:30 いきいき

4/24（火）13:30～15:00 本 宿

4/26（木）13:30～15:00 大 久 野

いきいき長寿
サロン (食物編)

4/  5（木）
10:00～11:30

本 宿 高齢者の身体の健康保持増進のための栄養のお話と、食事等でお悩
みの方を対象に管理栄養士が直接相談に応じます。個別面談で、生
活習慣・食生活改善を図ります。4/17（火） 大 久 野

いきいき長寿
サロン（体操編）

4/  9（月）
10:00～11:30

いきいき リズム体操、リラクゼーションなど　　　講師　敕使河原先生
※運動できる服装でタオルや飲み物を持参のうえお越しください。4/19（木） 平 井

水中歩行教室 毎週水曜日 14:00～15:30 平 井
運動指導員が歩行用プールを使い、アクアウォーキングなど水中運
動をします。　講師 大澤先生　　定員 10名予約制で実施します。
ふれあいセンター直接申込。

日 　時　　（受付時間） 場 所 　　　　　　　　　　　内　容　な　ど

い き い き 健 康 情 報 !!

[ 凡例 ] 大久野→大久野老人福祉センター、いきいき→大久野健康いきいきセンター、平井→平井・生涯青春ふれあい総合福祉センター、本宿→本宿老人福祉センター
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４月号広 報 日 の 出

広報日の出
2012.４月号

2012（平成24）年

児童館だより

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ www.library.hinode.tokyo.jp

４月のおはなし会
☆ 子供たちに本の楽しさを知ってもらえるよう、定期的に開催しています ☆

４月のご利用案内

　４
月の行事予定

本　館　☎ 042(597)3496 大久野分室　☎042(597)5747
【開館日】火曜～日曜日 午前 10時～午後5時
【休館日】毎週月・第3火曜日(資料整理日)・祝日 4/29

【開館日】火・木・土　午後1時～ 5時
【休館日】月・水・金・日

問　図書館　☎ 042（597）3496

対　象 会　場 開催日（毎週） 時　　間

0歳 ～ 4歳児 図書館本館 木曜日 午前10時30分～11時

5歳 ～ 小学生
大久野分室 火曜日

午後3時30分～4時
図書館本館 水曜日

☆ 子供たちに本の楽しさを知ってもらえるよう、定期的に開催しています ☆☆ 子供たちに本の楽しさを知ってもらえるよう、定期的に開催しています ☆

問　志茂町児童館　☎042（597）2547（午前10時～午後5時）

声の録音テープ
～ ｢広報日の出｣ を貸出しています。～
　目が不自由な方に、声のボラン
ティア ｢セキレイ｣ さん製作の、音
声版｢広報日の出｣などの貸出を行っ
ています。｢セキレイだより｣ も
好評貸出中です。
　詳しくは図書館まで
ご連絡下さい。

子育て相談日  主任民生児童委員の相談日
～気軽に来てみませんか～
13日（金）
午前10時 30分～ 11時 30分

子育て相談日子育て相談日 主任民生児童委員の相談日

手作りの日
日時　18日（水）午後3時～
対象　小学生以上
定員　20名
予約受付　９日（月）より
※参加者がじどうかんに申し込みに来てね。
※定員に満たない場合は、当日受付もします。

『ぶんぶんゴマ』

おはなし会
日時　21日（土）午後1時 30分～
場所　志茂町会館（児童館2階）
対象　乳幼児以上（保護者同伴）
内容　こすずめのぼうけん、マーシャとくま
　　　そらいろのたね（紙芝居）他

予約制

あそぼうデー

　　　　　　平成２４年度
親子サークル「わくわく」参加者募集 !!

25日（水）  午後３時～４時（小学生以上対象）

募集期間　4月 9日 ( 月 ) ～ 4月 28日 ( 土 ) まで
　（定員に満たない場合は9月に再度募集いたします。）
対　　象　乳幼児とその保護者（親子で楽しみたい方）
定　　員　親子30組
活動期間　平成24年 5月 11日～平成25年 3月 8日
　　　毎週金曜日 午前 10時 15分～ 11時 30分
　　　　（小学校の春、夏、冬休み期間は活動しません）
活動内容　運動、工作、ゲーム、季節の催し等。
　　　　　保護者の方々の希望で活動内容を決めます。
申込み受付　志茂町児童館（申込用紙は児童館にあります）

公演・あかいろうそく

ちびっこ広場

午前10時30分～午後1時  乳幼児用に開放しています。

登録制ではありません。
　どなたでもご自由に！

内　容 日　に　ち

ままごとハウス ９(月 )、１６(月 )、２３(月 )

ふうせんプール １１(水 )、１８(水 )、２５(水 )

声の録音テープ

☞ ボランティア会員募集中
　図書館活動にご協力いただいている次のボランティアグループ
で、新会員を募集しています。詳細等については、お気軽にお問い
合わせください。子供好き・本好きの方大歓迎です！

グループ名称 活　動　内　容 代表者 連　絡　先

あかいろうそく 図書館等での絵本の読み聞かせ、語りなど 中島多恵子 042(597)3286

ね っこぼっこ 図書館での絵本の読み聞かせ等 森 田 康 子 042(597)1453

（水）  午後３時～４時（小学生以上対象）

『石を使って
　　遊ぼう！』

18子育て支援策の充実と高齢者に優しい日本一の福祉のまち !！
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４月のカレンダー

休
日
・
祝
日
の
医
療
機
関

1 日 軟式野球連盟春季大会  谷戸沢グランド

2 月
3 火
4 水
5 木
6 金 各小学校入学式・始業式　　各中学校始業式

7 土 第22回桜まつり  町民グランド　　軟式野球連盟春季大会  谷戸沢グランド

8 日 消防団入退団式  本宿小体育館

9 月 各中学校入学式

10 火
11 水 総合相談（人権・行政・法律・消費者）開設  13：00～ 16：00  役場 3階第 3会議室（要予約）

12 木
13 金
14 土
15 日 軟式野球連盟春季大会  谷戸沢グランド

16 月
17 火
18 水
19 木
20 金 穀雨　　インディアカ部インディアカ教室・交流会  本宿小体育館

21 土 ソフトテニスジュニア教室  スポーツパーク

22 日 ソフトボール連盟春季大会  本宿小グランド　　軟式野球連盟春季大会  谷戸沢グランド
インディアカ連盟春季大会  平井小体育館

23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日 昭和の日

30 月 振替休日

※診療時間は全て午前9時～午後5時。※診療は急患に限り診療し、往診はいたしません。※歯科診療は、お問い合わせのうえ受診してください。

　秋　川　消　防　署　☎042（595）0119
　救急相談センター ＃7119 ☎042（521）2323
　都保健医療センター（ひまわり）☎03（5272）0303
　　　　　　　www.himawari.metro.tokyo.jp/
　東京民間救急コ－ルセンタ－　☎ 0570（039）099

救急医療
機関案内

（24時間）

休
日
歯
科
診
療

４月　１日㈰ きくち歯科クリニック あきる野市秋川４－１２－４私市ビル１Ｆ ０４２（５３２）７３４５
４月　８日㈰ せ ぬ ま 歯 科 医 院 あきる野市秋川２－１－１寿ビル２Ｆ ０４２（５３２）４６８２
４月１５日㈰ 塚 本 歯 科 医 院 あきる野市草花３２５８－４ ０４２（５５９）３０４０
４月２２日㈰ 三 澤 歯 科 医 院 あきる野市草花３３１０ ０４２（５５８）７０１１
４月２９日㈰ 寺 本 歯 科 医 院 あきる野市小川東２－７－１１ ０４２（５５９）８４４１
４月３０日㈪ デンタルオフィスたむら あきる野市野辺６３１－４ ０４２（５５０）０９９８
５月　３日㈭ 内 山 歯 科 医 院 あきる野市五日市１８７ ０４２（５９６）０３２７
５月　４日㈮ 越智歯科クリニック あきる野市野辺４８６－１ ０４２（５５８）１１８２
５月　５日㈯ 澤 田 歯 科 医 院 あきる野市二宮２２４４ ０４２（５５８）５５２８
５月　６日㈰ 中井歯科クリニック あきる野市秋川2-10-2 シャルマン106号 ０４２（５５８）４５８９

祝
日
診
療

開　設　日 医療機関名 所     在      地 電　話　番　号

４月２９日㈰ 大 久 野 病 院 日の出町大久野６４１６ ０４２（５９７）０８７３
５月　３日㈭ 日 の 出 ヶ 丘 病 院 日の出町大久野３１０ ０４２（５９７）０８１１
５月　４日㈮ 馬場内科クリニック 日の出町大久野１０６２－１ ０４２（５９７）０５５０
５月　５日㈯ 落 合 ク リ ニ ッ ク 日の出町大久野８８－１ ０４２（５９７）３６５２

各小学校入学式・始業式　　各中学校始業式

防災行政無線 ｢ミュージックチャイム｣ の時間変更
　４月1日から、夕方子供たちへ帰宅を知らせるミュージッ
クチャイムの時間を夏時間に変更します。
期間 ４月１日～９月31日　時間 午後５時30分
問　生活安全安心課 地域安全安心係　内　331

　　　  家 出 人 ･ 少 年 相 談
警視庁少年育成課八王子少年センター  ☎ 042(679)1082

警視庁家出相談室　　　　  ☎ 03(3592)1640

ヤングテレホンコーナー　  ☎ 03(3580)4970

受付日時　月～金曜日
　　　　午前9時～午後5時
　　　　　（正午～午後1時を除く）

子ども家庭支援センター相談電話

相談専用電話

☎（597）6177

19
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日の出町の住民基本台帳人口

　日の出町の住民基本台帳人口 (外国人登録を含む )は、平成 8年 8月 1日の 16,734
人をピークに減少をはじめ、平成 18年 2月 1日までの間に 932人が減り 15,802 人
となりました。その後、子育て施策などの様々な施策により人口が増加傾向に転じ、平
成24年 3月 1日現在、ついに過去の最高人口を更新する16,737 人まで到達いたしま
した。
　人口減少が始まった頃、平成8年につるつる温泉が開業、14年には日の出ＩＣが開通、
19年のイオンモール日の出オープンなど、この15年で日の出町の姿も大きく変わって
まいりました。みんなでつくる日の出町です。これからも、より良い住みやすい日の出
町を、みんなで力を合わせ創ってまいりましょう。

日の出山荘の春を満喫

　日の出町の住民基本台帳人口 (外国人登録を含む )は、平成 8年 8月 1日の 16,734

15年ぶりに最高人口を更新！

総務課 広聴広報係　　306

日の出山荘 中曽根康弘・ロナルド レーガン日米首脳会談記念館
ようこそ！時の総理大臣がこよなく愛した別荘へ

■お抹茶 (お菓子付 )はじめました。～ゆっくりと流れる時間を堪能！
　青雲堂や天心亭で、鮮やかな景色を眺め、ゆっくりと流れる時間を堪能
しながらお抹茶をお楽しみください。季節を感じるお菓子付です。　
料金　300円～ 500円（入館料は別途必要）1日 10杯限定。予約可。
■ロン・ヤス会談の “天心亭” をお貸しします！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～同好会やグループ活動に！
　レーガン大統領と中曽根首相の首脳会談が行われた会場 “天心亭” をお
貸しします。ロン・ヤスが見た、目の前に広がる美しい景観が、皆さんに
ステキな時間をお約束します。日の出山荘の開館日に、１時間単位でお貸
しします。お茶会や俳句の会など、同好会・グループ活動にぜひご利用く
ださい。
時間　10:00 ～ 15：00　料金　1,000 円／時間（入館料は別途必要です）

■日の出山荘　平成 18年 11 月 11 日 (2006) に、元内閣総理大臣・中
曽根康弘氏から日の出町へ寄贈されました。一年の準備期間を経て、平成
19年 11月 11日 (2007）から一般公開を始めました。
　敷地は約２万５千㎡を有し、多くの樹木や竹林、そして沢や滝があり、
江戸時代末期（1850 頃）に建築された萱葺き屋根の『青雲堂』や、茶室
となる『天心亭』、迎賓館として利用された『書院』の三棟の建物からなる、
四季折々の景観が楽しめる施設です。
　これまでに 6万人以上のお客様にお越しいただき、政治家・中曽根康
弘の歴史と山荘ならではの風情をお楽しみいただいています。
場　所　日の出町大字大久野 5270番地
開館時間　10:00 ～ 15：30（入館受付は 15：00まで）
休館日　月 ･火曜日　　入館料　一般 300円、65歳以上 200円
日の出山荘は、4月25日(水)～5月6日(日)まで、休まず開館致します。

　季節は春。今年の長く寒い冬で開花が遅れていた様々な花たちが、われ
先にと咲きはじめました。これからの季節、日の出山荘では、サクラやム
ラサキツツジ、スイセンなどが、美しく咲き揃います。
　改修から１年が経ち萱葺屋根の色合いも、ようやく落ち着きを見せ始め
た “青雲堂” や、ロン・ヤス会談が行われた “天心亭” では、この春から
呈茶をはじめました。
　季節の花々が美しく咲きそろう日の出山荘に、お気軽にお立ち寄りいた
だき、抹茶と折々の季節に合わせたお菓子で、ゆっくりと流れる時間を、
ぜひお楽しみください。
　日の出山荘は、皆さんのご来館を、心よりお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　問　日の出町サービス総合センター　内　210

満開の花々

▲天心亭内

▲日の出山荘

▲

青雲堂

子供の数が多くなりました。
　　　　　昨年の町民運動会にて


